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短 報
中近世施釉陶器の自然科学的研究

山本さぎり!）・齋藤努2｝・高塚秀治3’・田口勇』

１．はじめに

日本において，陶器製作技法が初めて開花するのは７世紀後半と考えられている。以来中世末期

までの陶器需要は，食器は主に中国からの輸入によってまかなわれ，それを補完する程度に朝鮮陶

磁や，瀬戸・美濃の陶器が使用された。近年の消費地遺跡の発掘調査をみると，陶器需要は衰える

ことなく,１６世紀から近世にかけて増大していくさまが見える。そうした中で瀬戸・美濃焼は１６

世紀に大きく変貌を遂げ，そして九州では１６世紀に朝鮮半島から技術が導入され唐津焼が生まれ

た。慶長期(１６世紀末）になると，東日本側の瀬戸・美濃焼と，西日本側の唐津焼との流通圏の

色分けができあがる。しかし，江戸時代になって庶民の経済力の向上に伴い，食器の主流は陶器か

ら白く清潔感があり堅い磁器へと移行していき,１７世紀の半ばになると，肥前磁器が急速に成長

し，食器の需要の多くを陶器にとってかわる。そのため，陶器がＨ常食器として全盛期にあったの

は１６世紀後半から１７世紀半ばと推測される。この陶器全盛期を支えたのが瀬戸・美濃焼および唐

津焼である（河原1986)(巽1986)(高嶋1994)。

瀬戸は１３世紀に，それまでの猿投窯以来の伝統的技術に倣いながら中国陶磁の写しにつとめ，

中世においては唯一の施釉陶器生産地域とされている（矢部,1986)。一方，唐津は文禄･慶長の

役を機に李氏朝鮮陶工が渡来し，その製法が普及したものである。
このように，瀬戸･美濃焼と唐津焼は中国・朝鮮からの影響を強く受け模倣につとめるが，発生

時期や発展の経過は異なる。しかし共通点として，「施釉陶器」を生産し江戸時代に勢力を二分す

るほどの生産・流通力をもったことが挙げられる。
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ここに着目し，諸地域の陶器製作技法の比較を行うことは，これら地域のみならず陶磁史全体，

ひいては社会史を明らかにしていく上で有益であると考える。

現在，やきものに関する研究については，伝統的な製作方法に基づいた復元的な考察，実物の肉

眼観察，文献からの再現，古窯跡の実体からその発生の経緯を追求する方法などが主流となってい

る（高嶋1994)(大橋1993)(田口1983)。

これに対し，自然科学的手法を用いた調査方法は，陶磁史研究において，上記とは全く異なる視

点からの情報を提供できると考えられる。その内容としては，各窯の陶器の成分分析が多く，なか

でも本研究対象地域は一大勢力を築いただけあり，諸窯ごとの研究は盛んに行われている。しかし

国内，海外の他生産地との比較による広域的な研究はまだ少ない（三辻2000）（愛知県教育委員会

1990)(服部1993)(大西1976)｡

従って本研究では,１３～１９世紀の瀬戸・美濃と唐津三地域の出土陶器資料を用い，エネルギー

分散型特性Ｘ線検出器付走査型電子顕微鏡による分析を行ない，その結果から胎士と釉薬の地域に

よる比較，発色と焼成成分との関係など，製作技術や情報交流について，時代背景もふまえ考察す

る。また考察においては，瀬戸・美濃地域の陶器の原料土採取の地層群が同一であり，また瀬戸系

窯業の中心は１６世紀に美濃へ移行したとされることから（土岐市美濃陶磁歴史館,1994),瀬

戸・美濃地域をあわせｌ地域とし，唐津地域と胎土の地域別特徴について比較することとした。

2．研究対象地域陶器史概要

以下に，本研究で対象とした資料の出現した状況と時期を中心に各地域における技術発展の歴史

の概略をまとめる。

2.1瀬戸焼および美濃焼

2.1.1瀬戸焼

瀬戸焼は，かつての猿投窯の系譜を受け継ぎ，鎌倉時代初期に始まる。成立にまつわる陶祖伝説

として，加藤景正が道元に従って宋に渡り，陶芸を学んで日本に帰り仁治三(1243)年に瀬戸で

初めて窯を開いたとされる。以降，室町・桃山期に作られた瀬戸焼を俗に古瀬戸という。

１３世紀末から１４世紀に，それまでの荒く刷毛で釉薬をかけていた瀬戸の陶技は大いに進歩し，

隈無く表面を釉薬で埋め，光沢のある透明度の高い灰釉が掛かるようになったと同時に，黒褐釉が

出現している。これは酸化鉄を呈色剤にして灰釉に含ませ，酸化焔で焼成して黒褐色に発色させて

いる。この釉法はそれまでの灰釉とともに，以後瀬戸焼の基本の二つの釉法の一つとして定着した。

このように展開していった瀬戸は，中世において唯一の施釉陶器の生産地とされている（土岐市美

濃陶磁歴史館1994)。またその製作については村ごとの器種別分業制で行われていた（愛知県教育

委員会1990)。
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2.1.2美濃焼

美濃焼は古来瀬戸焼と同一視されることが多い。実際に美濃焼という名称が公然と呼ばれるよう

になるのは，天保６(1835)年，多治見に焼物取締所が設けられてからのことである。また，美濃

窯とは岐阜県の南東部東濃地方に分布する，古代から近世までの古窯跡群をさす（田口1983)。

１６世紀前半から中ごろにかけて瀬戸系の窯業の中心は美濃に移り，美濃焼の山茶碗や古瀬戸系

施釉陶器の生産に転換していった（土岐市美濃陶磁歴史館1994)。特に大窯Ⅳ期(１６世紀後半）

以降は，美濃の大窯の特徴を示す製品が多く生産されている。従来の製品にはなかった新しい技術

(引き出し，型打成形，多種の釉薬の使用）が導入され，絵付けによる装飾や釉薬の開発により新

しい製品を創り出しており，器が趣味的な要素をもつ茶陶など用途の多様化がみられる。天目茶碗，

灰釉皿類など従来の器種の他に，瀬戸黒，黄瀬戸，灰志野が生産され，さらに１６世紀には志野，

鼠志野が生産され,１７世紀初頭には大窯に代わって唐津の影響をうけた連房式登窯が導入される

のとほぼ同時期に，織部が本格的に生産され始める。この時期の製品の特色は古窯跡群ごとに異な

る（土岐市美濃陶磁歴史館1994)。

2.1.3原料土について

瀬戸焼と美濃焼の原料土はいずれも東濃地方のものである。東濃地方には美濃高原が広がる。こ

の美濃高原の木曽川以南の地域は，古生層を基盤として，これに貫入する黒雲母花崗岩を不整合に

被う中新統と，さらにこれらを不整合に被う鮮新統からなる丘陵が広く分布している。これらの下

部には，瑞浪層群，上部には瀬戸層群がある。瀬戸層群の上部には，古木曽川を運んだ砂礫の堆積

する土岐砂礫層があり，その下部にケイ砂と粘土層からできた土岐口陶土層がある。この粘土層は，

西方のものは鉄分が多く，東方に行くに従い母岩に近く，高い耐火度を有する，白色に近い良質の

粘土が得られる。それらは蛙目粘土，木節粘土，白粘土などと呼ばれる士である（田口1983)｡

本研究資料が属する瀬戸焼の原料土は瀬戸市周辺に埋蔵している粘土であり，また美濃焼の原料士

はすべて美濃古窯跡群の久尻系で，土岐市周辺に埋蔵している粘土である（後藤1973)

2.2唐津焼（肥前陶器）

肥前陶磁と総称しているものは，大きく陶器と磁器に分けられ，陶器は唐津焼，磁器は伊万里焼

と呼ばれてきた（大橋1993)。本研究ではその分類に従い，肥前陶器を唐津焼と称する。

2.2.1唐津焼

唐津のやきものが始まった時期ははっきりしていない。唐津の最も古い古窯吐は，松浦党の領袖

波多氏の居城があった佐賀県東松浦郡岸岳の山麓にあるとみられ，波多氏の保護下，朝鮮半島から

渡来の陶工たちによって始められたものとみられている。

その転機は，天正1９(1591)年の名護屋城の構築と半島出兵，それに伴う唐津地方への武将茶
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人らの集合であり，なかでも千利休の門下の茶人であり古田織部と同門，かつ後に唐津藩主となる

寺沢志摩守に負うところも多いものと思われる。特に文禄・慶長の役を境に，窯場も渡来朝鮮陶工

集団の拡散現象とともに連房式登窯を用いて量産体制に入り，現在の佐賀県伊万里市，武雄市，有

川町，佐世保市などに広まった。それらは最も早い時期の岸岳系詣窯の他，松浦系，武雄系，多久

系などに分けられる。基本的な技術は共通するものの，窯の系列や地域によって，土味や形，絵文

様などはそれぞれ異なった趣をもっている。しかし，その最盛期はそれほど長いものではなく，慶

長～寛永期にかけてとみられ，有田で磁器が焼造されるようになると，その盛大な発展に押されて

唐津焼は急速に衰退し，桃山期独特の作風は失われ，一部藩の御用窯や地方的な民窯として継承さ

れていった。

唐津焼は，朝鮮李朝風の陶技を基底に始められたやきものであるため，唐津焼としての趣のある

作品は，李朝風の名残をとどめた作品に多い。しかし慶長年間以降では，瀬戸・美濃に次ぐ西日本

の施釉陶器の生産地として頭角を現し，李朝風から脱して時代の好みを受け入れた飲食器類が多量

に生産されている（巽1986)。

2.2.2原料士について

唐津焼は窯ごとに原料土が違い，その特徴について以下のことが言われている。岸岳の飯洞発と

Ⅲ屋窯の士は，鉄分が少なく，火に強い。それに続くのが大川原，道園と焼山の松浦系諸窯である。

武雄系の土は鉄分が多い。特殊な士として山瀬窯と小次郎窯がある。山瀬土は，鉄分が多く，淡黄

色で粘りが少なく，作りにくい士である。小次郎窯の士は磁器土のようにきめが細かく，強く焼き

締まるc胎士中の鉄粉が胡麻状に点々と発色する（土岐市美濃陶磁歴史館1983)｡

３資料（表１-１～３）

本研究の対象とした資料は，瀬戸，美濃と唐津地域の諸窯から採取したものであり，瀬戸焼３２

点，美濃焼３８点と唐津焼６６点の計-136点である§その資料の種類は以下のとおりである。

瀬戸：灰釉、黄釉，アメ釉，鉄釉，緑釉，ルス（釉）
お ふ け

美濃：灰釉，御深井焼，鉄釉，釧釉，絲釉、（青）織部，赤織部，蝋織部，美濃唐津，長ｲi釉（志

野，灰志野）

唐津：灰釉，黄唐津，青唐津，玉子手，斑，アメ釉，黒アメ，黙釉，黒唐津，緑釉，釣窯釉，絵府

津，長石釉，刷毛目，二彩唐津

なお本研究では研究者が使用した分類に倣い，灰釉，御深井，黄唐津，青唐津，玉子手，斑を総

称して「灰釉系｣，鉄釉，黄釉，アメ釉，黒アメ，黒織部，黒唐津，黒釉を総称して「鉄釉系｣，緑

釉，ルス釉。（冑）織部，鉤窯釉を総称して「銅釉」という，所蔵者による分類を行った。(H１口

1983)(大西1976)(加藤唐九郎編1972)｡
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これらの資料は，平成４～６年度科学研究費補助金（国際学術研究）「科学技術を利用した文化

財研究法の開発」（研究代表者：東京国立文化財研究所（現，独立行政法人文化財研究所東京文化

財研究所）前所長西川杏太郎）による研究の一環として，十三代中里太郎右衛門氏，瀬戸市埋蔵

文化財センター，土岐市美濃陶磁歴史館からそれぞれ提供を受け収集したものである。「資料番号」

は，本研究において整理のために付したもので，はじめの二桁の数字は窯番号を，次の三桁の数字

は個体番号を示す

表１-１陶器資料:瀬戸
Tablel- lSetoEarthenware

資料番号出土窯 釉薬 器 種 時 期
0 1 0 0 1 井 林 6 号 灰釉 瓶 子 1 ３ C 前
0 2 0 0 1保手1 ･ 2 3 灰釉 瓶 子 l ３ C 後
0 3 0 0 1暁５号 鉄釉 X l l l ４ C 中
0 4 0 0 1 暁５号 灰釉 F " 1 ４ C 中
0 5 0 0 2 赤津艮根 灰釉 瓶 了 - 1 ４ C 前
0 6 0 0 1 " i : I t 隆根 鉄釉 俳 炉 1 ４ C 前
0 7 0 0 1 1 1 1 口八幡３り．灰釉 ﾄ 碗 1 5 c I i i j
0 8 0 0 1 1 1 1 1 I 八 幡 3 号 鉄 釉 R I l l 5 C 前
0 8 0 0 ２ 1 1 1 1 1 八 幡 3 号 鉄 釉 X I l l ５ C 前
0 9 0 0 1 穴 田 I 1 ベ ー ス 灰 釉 ﾒ L 碗 1 ７ C 中
１０O0２穴田1 1ベース下緑釉流Ｌ 鉢 １７C中
1０００４穴H I I I ベース下緑釉流し 鉢 1７C中
1０００５穴｢1111ベース下緑釉流Ｉ 鉢 1７C中
1 １ ０ ０ １ 穴 I I I I I ベ ース 長 石 釉 ( 絵 志 野 ) I I I I l７C中
1 １ ０ ０ ２ 穴 m I I ベ ー ス 長 石 釉 ( 絵 志 野 ） Ⅲ １７ｒ中

▲ ′ ｰ Ｉ

1 2 0 0 1 穴 H I I I ベ ー ス 鉄 釉 片 l l l ７ C 中
1 2 0 0 2 穴 m 1 l ベ ー ス 鉄 釉 片 川 1 ７ C 中
1 4 0 0 2 長 曾 灰釉 ﾄ 碗 1 ４ C *
15001j j l I I (人窯） 灰釉 l６C中Ⅲ

1 6 0 0 1〃山 鉄釉 k l l l ６ C 中
鉄釉16002ノ l l l l 天 Ⅱ 1 ６ C 中
鉄杣(柿釉系）1７００１)l l l l X l l l ６ C ' | !
鉄釉(柿釉系）17002ノ l l l l K l l l ６ C r i ]

1 ８ ０ ０ １ 小 金 l l l ( 大 窪 ） 鉄 釉 ｘ l l l S C *
19002小金111 ﾒ L I l l [ 1 ５ C *I火釉
2 0 0 0 1尾呂 (連房） 灰釉 1８C前lⅢ

2 3 0 0 1尾呂 (述腸） アメ釉 香 炉 1 ８ C 前
アメ釉23 0 0 2尾呂 (連房） 徳 利 １ ８ C 前

240 0 1尾呂 (遮房） 黄釉 灯 I ﾘ l l l l l l ８ C前
2 4 0 0 2尾呂 (連房） 黄釉 ﾒ L 碗 l ８ C 前
25002男右衛|川Ｉ 碗ルス釉 1９C前
25()0３勇右衛|' '1 ルス釉 碗 1９C前
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表１-２陶器資料:美濃
Tablel-211inoEarthenware

器椰資料舟り・出上潔 釉薬 時期

０１００１隠ｌ i ; ･ X (大窪）灰釉 ﾒLⅢ l６Ｃ

0 1 0 0 ２ 隠 ) I I j - k ( 人 窯 ) l 火 釉 ﾒLⅢ１ l６Ｌ

0 2 0 0 2 隠 居 炎 ( 人 窯 ） 鉄 釉 X l l １６〔

0 3 0 0 1 隠 居 衣 ( 大 窪 ） 長 石 釉 ( 志 野 ） ﾒLⅢ l６Ｌ

( ) 3 0 0 2 隠 居 炎 ( 人 窯 ） 促 石 袖 ( 志 野 ） ﾒLllll 1６C
0 4 0 0 1 隠 居 表 ( 大 窯 ） 長 石 釉 ( 灰 志 野 ） メ L Ⅱ q 〆 ハ１０し

0 4 0 0 2 隠 居 衣 ( 大 窪 ） 瞳 石 釉 ( 灰 志 野 ） ﾒLⅢ１ l６Ｌ

0 5 0 0 1 隠 居 l 呵 （ 大 窪 ） 鉄 釉 1６C末lニド１/、１１

0 5 0 0 2 隠 居 西 （ ﾉ < 窯 ） 鉄 釉 1６C末天|ゴ
0 6 0 0 1 隠 ) 舌 幽 （ 大 窯 ） 灰 釉 jLllll 1６C*
0 6 0 0 2 隠 居 F W ( 火 窯 ） 灰 釉 ﾒLlll 1６C末
0 7 0 0 1隠1 1WW ( ﾉ <窯）長石袖 (志野） ﾒLllll 1６C*
0 9 0 0 1 兀雌散 ( ? ) 庭濃唐津 li'l1､１ 1６C末～l７C初
1 0 0 0 1 窯ケ根 ( j 血 " ｝ ）災儂唐津 腕 1７C
１１０ ( ) l 尚根窯沢 (人窯）鉄釉 ｋＩｌ l６C
１２００１｢1,1i根撫沢（人飛）災濃II#fi# 茶碗 1６C*
1 2 0 0 ２ 尚 根 窯 沢 ( 火 駕 ） 災 濃 麿 撤 茶碗 |６Ck
1３００１尚根窯沢（大窪）長イi袖(志野） ﾒLⅢ１ l ６ C *
1 4 0 0 1 1 ' l i W f l > j - (人窯）灰釉 ﾒLllll 1６C#]
１４０0２柿野ｌり･ (大窪）灰釉 ﾒLⅢ 1６C中
1 5 0 0 2 柿 野 1 3 ･ ( 大 窪 ） 鉄 釉 KI I 1６C中
1 ６ ０ ０ １ 隠 居 表 ( 巡 腸 ） 緑 釉 Ｉ叩とで

凸
■

他 1６C末
１７００１窯ケ根(巡ﾉ ﾉ ﾉ）御深井 l７C後Ⅲ

１ ７ 0 0 ２ 窯 ケ 根 ( 連 j 〃 ） 御 深 井 17C後|Ⅲ

1 ８ ０ ０ １ 隠 階 災 ( 逆 j ﾉ ; ) 御 深 井 l7C1i'IⅢ

1 8 0 0 2 隠 居 炎 ( 連 " } ) 御 深 井 IⅢ l７C9
１ ９ 0 ０ 1 滴 安 が ( 巡 ﾉ ﾙ ） 御 深 井 折 緑 輪 ｲ ﾋ Ⅲ l ７ C 中
1 9 0 0 2 消 安 ｆ ( 巡 り ) ) 御 深 ﾅ Ｉ 折 線 輪 花 Ⅲ l l ７ C 中
２ ０ ０ ０ １ 窪 ケ 根 ( j f I ﾉ ) ) 織 部 If'lll l７C前
2 1 0 0 1 元 雌 倣 織部 |fill l７C初
2 2 0 0 1 元 躍倣窺 ( j 妙 ﾉ ﾉ ） 織部 li'll､〕 1７C初
2 3 0 ( ) l i , ' i ' 炎 ､ f ( 辿 " ) ) ， が 織部 li'l1､〕 |７C初
2 3 0 0 2 1 I I i ' 炎 ､ ¥ ( 迎 ﾉ ﾉ j ) 赤織部 |fﾘ1･j 1７C初
2 4 ( ) ( ) ２ 元 雌 ' 敗 罐 ( 連 " ) ） 股織部 茶碗 17C初
2 5 0 ( ) １ 窯 ケ 根 ( 連 ﾉ ﾉ j ) 蝋 織 部 茶碗 1７C初
2 5 0 ( ) ２ 窯 ケ 根 ( 連 ﾉ ﾙ ） 製 織 部 熊碗 1７C初
2 6 0 0１窯ケ根 (巡房）長ｲ j釉 ( , とく野） ｊＬⅢ l７C初
2 7 0 0 1 元 峨 倣 鉄釉 水〃 l７C中へ-後
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表１-３陶器資料:唐津
Tablel-3KaratsuEarthenware

資料番号 出l竜鴛 器種 時期

飯１１翌(岸岳系）O１００２Ｂ 黄唐津 1６C
飯１１発(岸岳系） 青唐津O１００３Ｂ l６C
飯洞饗(岸岳系）０１００４A 黄唐津 l６C
飯il'1"(岸岳系） 青唐津叩き０１０0４B l６Ｃ

Ⅲ雁･帆柱(岸岳系）０２００２Ａ 絵唐津 l６C
道納屋(岸岳系） 長石釉０３００１ 1６（

道納屋(岸岳系） 冑唐津０３００３ l６Ｃ

大川原(松浦系） 献上玉子０５００２ 1７（

小十郎(岸岳系） 青唐津０６００２ １５～1７C
平松(岸岳系） 灰釉叩き０７００３ l６̅1７C
111"(岸岳系） 黒アメ叩き０８００３ １６～ｌ７Ｃ

111"(岸岳系） 斑 １６～1７C０８００４

Ⅲ瀝淵池(岸岳系） 青唐津０９００１ l６Ｌ

lⅢ雌淵池(岸岳系） 灰釉叩き０９００２ 1６C
藤の川内(松浦系） アメ釉叩きl()００３ 1７C
藤の川内(松浦系） 里唐瀧叩き 1７C1０００４

阿腸谷(松iii系） 長石釉 1７C'１００１

阿")芥(松浦系） 黒アメ徳利１１００３ 1７C
道隙I(松浦系） アメ釉徳利1２００３ l７C
道1判(松浦系） 斑１２００４ l７Ｃ

道|"I(松浦系） 黒唐津１２００５ 1７C
甕屋の谷（松浦系） 絵唐津0６００４ l７Ｃ

発雌の谷(松浦系） 黒唐津1６００７ 1７C
I崎ｷ救脆(松浦系） アメ袖叩き1７００３ 1７C
焼I11(松浦系） アメ釉叩き1８００３ l７Ｌ

焼111(松浦系） 青唐津 1７C1８００５

旧代(松浦系） 黒アメUIIき1９００３ 1７C
旧代(松浦系） アメ釉叩き1９００４ l７(J

筒江(松浦系） 里アメ２０００２ １８〔

金ｲi陳(松illi系） 斑２３００２ １７～1８C
金ｲi原(松浦系） 王子手２３００３ １７ヘーｌ８Ｃ
金ｲilli((松浦系） 刷毛'-１ １７～l８C２３００４

筒il:(松illi系） 里アメ １７～1８C２４()０１

IIiの瀬尚蝿神(松浦系） 絵店津2５００５ l７Ｃ

帷の半(松浦系） 斑 １７～1９C2９００３

桃の半(松浦系） E子手２９００４ １７～ｌ９Ｃ

椎の峯(松浦系） 刷毛目２９００５ １７～ｌ９Ｃ

椎の峯(松浦系） 緑釉２９００６ １７～ｌ９Ｃ

椎の峯(松浦系） 鉤窯釉2９００８ １７～ｌ９Ｃ

平1 1 ｣ ( 伊 ﾉ j " ) ( 松浦系）長石釉3０００１ '８〔

唐人町(松浦系） 長石釉3２００１ １８～１９(』

狼ケ鞍(松浦系） 灰釉 l７Ｃ３７００３

坊主町(松浦系） 玉子手３３００２ l８Ｃ
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表１-３陶器資料:唐津(続き）
Tablel-3KaratsuEarthenware

多久高蝿谷(多久系） 絵唐樅 1７C３９００２

小峠(武雄系） 長石釉 l７Ｃ４０００１

内田大谷(武雄系） 緑釉 １ - 戸
ｌ／し４２００１

占屋敷(武雄系） 長石釉 1７C４３００］

祥古谷(武雄系） 里アメロllき １７〔４６００２

永 尾 ( 三 間 坂 ) ( 武 雄 系 ） 灰 釉 l７C5０００２

宇土の谷(武雄系） 斑 1７C５１００２
lll古窯の谷(武雄系） 緑釉 １７～1８C５３００s
lll古山中(武雄系） 灰釉lll]き 1７C5４００１

焼峰(武雄系） 禄釉 １７～1８C5５００３

内田皿屋(小111路)(武雄系）長石杣5７００１ １７〔

小田路(武雄系） 刷毛Ⅱ １７～1８C5８００５
火草野(武雄系） 絵唐津 ｌ７Ｃ5９００３

本源寺(武雄系） 里釉 1７C6０００５

ll1辺田(平面系） 長石釉 1７C６１００２

仏の原(平ﾉｉ系） 灰釉pIIき 勺 一 ハ
ｌ／し6２００２

術六のj上(､ﾄﾉ『系） 長ｲi紬 I７C6５００１

隆の元(､Wi系） 長ｲi釉 1７C7２００１

柳の元(平ﾉf系） 長石釉7３００１ l７Ｌ
'|蟄石(平戸系） 絵唐漱7４００２ １６～１７〔

牛石(平戸系） 里アメ釉 １６～l７C7４００３

牛石(平戸系） 灰釉IIIIき １６～1７C7４００４

長葉山(池I I I山) (松浦･平戸）斑7５００３ １６～ｌ７Ｌ

４分析方法

本研究で使用本研究で使用した分析方法は，エネルギー分散型特性Ｘ線検出器付走査型電子顕微鏡

(ScanningElectronMicroscope-EnergyDispersiveX-raySpectrometer;SEM-EDX)

による試料の組織の観察および成分分析である。組織の観察からは胎土層と釉薬層の状態を，成分

分析では胎土と釉薬の地域的，種類別の‘崎報が出るかどうかについて考察した。

試料片の採取および分析条件は以下の辿りである。

試料の全体をみて，釉薬が均一-に掛けられている部分を選び，断面をダイヤモンドカッターで切

断する。内径１インチのプラスティック枠内に，試料片の断面が下になるように置く。二液混合の

エポキシ系樹脂(S t r u e r s製EPOF IX )を加えて，一晩静置して間める。自動回転研磨器

(LECO製AP-300)にかけ，研磨剤の粒度を段階的にかえて鏡面にまで研磨する。真空蒸着装置

(サンユー電子製SVC-720)に入れて炭素を蒸着する（約５秒間)。

走査型電子顕微鏡の分析室に入れ，排気して真空とする(１０'～lO6To,･r)･組織の観察は反射

電子像で実施し，胎土部と釉薬部を撮影した。（各×５０，ただし状態により，倍率を変更している

資料がある｡)元素の分析は，走査型電子顕微鏡の倍率を低く設定することによって，比較的広い

- ６ ２ -



観察視野内の平均組成をEDXで３回測定し，平均値をとった。（電子線加速電圧:２０kV,特性Ｘ

線積算時間:１００秒間)(田口1992)｡その際，標準試料を使わず，装置付属のソフトにあらかじ

め組み込まれている補正係数を用い，分析した元素の濃度が全体で１００%となるように規格化した。

なお，本分析に用いたSEM-EDXは国立歴史民俗博物館所有の，日本電子製走査型電子顕微鏡

JSM-820とフィリップス製Si(Li)検出器ECON4付Ｘ線分析装置PhilipsPV9550である。

５ 結 果

実験から得られた分析結果を表2-1～３-３に示す。表2-1～２-３は胎土の分析結果，表3-1～３-３

は釉薬の分析結果（銅釉を除く），表４は銅釉の分析結果である。なお，各表中で「-」は検出限

界以下であることを表す。組織の状態については反射電子像を写真ｌ～７に示す。

また地域ごとや釉薬の種類などにまとめた元素組成の分布図を図ｌ～１２に示す。

炎２-１瀬戸焼成分分析値[EDX :胎t ]
Table2-IChemicalCompositionofSetoEarthenwareBod》

(％）
衝 科 貯 り ･ N a 2 ０ M g O A l ２ 0 , S i ( ) ２ K 2 ０ C a O T i ( ) ２ M n O F e 2 ０ ３ 備 考

灰釉( ) １ ０ ０ １ ０ ． ５ １ ８ ． ７ ７ ３ ． ７ ３ ． ９ ０ ． ２ １ ． ０ ０ ． １ １ ． ８

灰釉０ ２ ０ ０ １ ０ ． ３ ２ ３ ． ７ ７ ０ ． ３ ２ ． ７ ０ ． １ １ ． １ １ ． ５

鉄釉０ ３ ０ ( ) １ ０ ． ４ １ ７ ． ９ ７ ６ ． ５ ２ ． ６ ０ ． １ １ ． １ １ ． ３

灰釉０ ４ ０ ０ １ ０ ． ５ ２ ２ ． ８ ７ ０ ． １ ２ ． ９ ０ ． ２ １ ． ５ ０ ． １ １ ． ７

灰釉０ ５ ０ ０ ２ ０ ． ２ １ ８ ． ９ ７ ４ ． ４ ３ ． ５ ０ ． ５ １ ． ０ １ ． ３

鉄釉０ ６ ０ ０ １ ０ ． ３ ２ ３ ． ２ ６ ９ ． ９ ３ ． ５ ０ ． ２ １ ． ２ １ ． ７

灰釉０ ７ ０ ０ １ ０ ． ２ ２ ０ ． ２ ７ ３ ． ２ ３ ． ０ ０ ． １ １ ． ２ ２ ． ０

鉄釉０ ８ ０ ０ １ １ ８ ． ０ ７ ８ ． ０ ２ ． ０ ０ ． ７ １ ． ３

鉄釉０ ８ ０ ０ ２ - 1 ７ ． ０ ７ ９ ． １ ２ ． ０ ０ ． ８ １ ． １

灰釉０ ９ ０ ０ １ １ ９ ． １ ７ ６ - ９ １ ． ８ ０ ． ３ ０ ． ９ 1-０
-１土Ｌ

９面．叩呼
Ⅲ弗莱Ｆ妙手小-1 ０ ０ ０ ２ ２ ７ ． ６ ６ ８ ． ５ １ ． ２ ０ ． ２ １ ． ０ １ ． ４

緑釉流し１ ０ ０ ( ) ４ - ２ ２ ， ５ ７ ３ ． １ １ ． ８ ０ ． ２ １ ． ０ １ ． ４
１し士Ｌ，、〃曲

山
正
牛飛〃平手、咽l ( ) ( ) ( ) ５ ０ ． ５ ２ ２ ． ７ ７ １ ． ４ ２ ． ８ ０ ． １ １ ． ０ １ ． ５

絵志野2 ４ ． ５ ７ ０ ． ７ １ ． ５ ０ ． １ ２ ． １ １ ． ２１１()()１

長石柚１ １ ０ ( ) ２ １ ６ ． ４ ８ ０ ． ７ １ ． １ （ ) . ８ １ ． ０

鉄釉１ ２ ０ ( ) １ １ ７ ． １ ７ ９ ． ６ １ ． ２ ０ ． １ （ ) . ９ １ ． １

鉄釉１ ２ ( ) ０ ２ ２ ２ . ( ） ７ ４ ． ３ １ ． １ ０ ． ２ （ ) . ９ （ ) . １ １ ． ２

灰釉１ ４ ( ) ０ ２ ０ ． ５ ２ ３ ． ３ ７ ０ ． １ ３ ． ０ ０ ． １ １ ． ２ ０ ． １ １ ． ６

灰杣1 ５ ０ ０ １ １ ５ ． ３ ８ ２ ． ３ １ ． ３ ０ ． ４ ０ ． ７

鉄釉１ ６ ( ) ０ １ ０ ． ３ ２ １ ． ２ ７ ２ ． ２ ３ ． ０ ０ ． ２ １ ． ０ ２ ． １

鉄釉1 ６ ０ ０ ２ ０ ． ４ ２ ３ ． １ ７ ０ ． ４ ２ ． ８ ０ ． １ １ ． １ ２．２

鉄釉１７００１ ２ １ ． ５ ７ ３ ， １ ２ ． ３ ０ ． ９ ２ - １

鉄釉1 ７ ０ ０ ２ ０ ， ６ ２ １ ． ８ ６ ８ ． ５ ４ ． １ ０ ． １ １ ． ２ ０ ． １ ３ ． ４

鉄釉1 ８ ０ ０ １ ０ ． １ ２ １ ． ２ ７ ３ ． ３ ３ ． １ ０ ． １ ０ ． ８ 1．４

０．１ 灰釉１ ９ ０ ０ ２ ２ １ ． ９ ７ ３ ． ６ ２ ． ０ ０ ． １ ０ ． ８ １ ．A . 』

灰袖２ ０ ０ ０ １ - ' ６ ． ９ ７ ８ ． ８ １ ． ９ ０ ． １ １ ． ０ ０ ． ２ １ ． １
アメ釉２ ３ ０ ０ １ ０ ． １ １ ９ ． ３ ７ ５ ． ８ ２ ． ０ ０ . ］ Ｉ ． ］ ０ ． １ １ ． ４
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表２-１瀬戸焼成分分析値[EDX:胎土](続き）
Table2-lChemicalCompositionofSetoEarthenwareBody

黄釉2 ４ ０ ０ １ ０ ． １ １ ５ ． ８ ７ ９ ． ０ ２ . ５ ０ . １ ０ . ８ ０ . １ １ . ２
黄釉２ ４ ０ ０ ２ - - ２ ３ . ４ ７ １ . ６ ２ . 5 ０ . １ １ . ０ ０ . １ １ . ３
ルス釉２ ５ ０ ０ ２ ０ ． ４ ２ ５ ． ２ ６ ８ ． ３ ２ ． ６ ０ ． ２ １ ． ２ ０ ． ２ １ ． ８
ルス釉２ ５ ０ ０ ３ ２ １ ． ２ ７ ２ ． ７ ３ ． ４ ０ ． ２ ０ ． ６ １ ． ６

表２-２美濃焼成分分析値[EDX:胎土］
Table2-2ChemicalCompositionofMinoEarthenwareBody

(％）
資 料 番 号 N a g O M g O A l ２ 0 ３ S i O 2 K 2 0 C a O T i O 2 M n O F e 2 ０ ３ 備 考
０ １ ０ ０ １ ０ . １ １ ９ . ５ ７ ６ . ６ １ . ５ ０ ． １ ０ ． ９ ０ ． １ １ . 0 灰 釉

灰釉０ １ ０ ０ ２ ２ ０ ． ２ ７ ６ ． ２ １ ． ５ ０ ． ７ ０ ． ７
鉄釉０ ２ ０ ０ ２ ２ ０ ． ９ ７ ４ ． ９ ２ ． ０ ０ ． ７ １ ． ５

志野０ ３ ０ ０ １ １ ３ ． ７ ８ ２ ． ９ １ ． ４ ０ ． １ ０ ． ８ ０ ． １ １ ． ０
鼎何叶
エ

ム
．
、

士也０ ３ ０ ０ ２ ２ ０ ． ９ ７ ４ ． ５ ２ ． ３ ０ ． １ ０ ． ９ １ ． ３
I火志野０ ４ ０ ０ １ ２ ３ ． １ ７ １ ． ７ ２．２ ０ ． １ １ ． ０ １ ． ８
I火志野０ ４ ０ ０ ２ １ ６ ． ２ ８ ０ ． ９ １ ． ２ ０ ． ６ Ｉ . ( ）

鉄釉０ ５ ０ ０ １ ２ ２ ． ０ ７ ３ ． ９ １ ． ９ ０ ． １ ０ ． ９ １ ． ４
鉄釉０ ５ ０ ０ ２ ２ ６ ． ７ ６ ８ ． ３ ２ ． ０ １ ． ２ ０ ． １ １ ． ７

灰釉０ ６ ０ ０ １ １ ６ ． ２ ８ ０ ． ０ １ ． ５ ０ ． １ ０ ． ８ ０ ． １ １ ． １

灰釉０ ６ ０ ０ ２ ０ ． ２ ２ ２ ． ３ ７ ２ ． ３ う一？』 0 ． １ １ ． ０ ０ ． １ １ ． ４
１ ７ . ０ ７ ９ . ３ １ . ６ ０ . １ ０ . ９ １ . ０ 志 野０７００１

庭濃唐津０ ９ ０ ０ １ ０ ． ２ １ ９ ． ６ ７ ３ ． ５ ２ ． ４ ０ ． ７ １ ． １ ０ ． ２ １ ． ９

美儂唐津' ０ ０ ０ １ ０ ． １ ２ ２ ． ３ ７ ０ - ４ １ ． ８ ０ ． １ １ ． ２ ０ ． １ ４ ． ０

鉄釉ｌｌＯＯｌ ０ ． １ １ ７ ． １ ７ ７ ． ９ ２ ． ５ ０ ． １ ０ ． ８ ０ ． １ １ ． ３

美濃唐津1 ２ ０ ０ １ ２ ３ ． ７ ６ ８ ． ５ へ
ｊ

う
一 0 ． １ １ ． ４ ３ ． ９

美濃唐津1 ２ ０ ０ ２ ０ ． ２ １ ５ ． ５ ７ ８ ． ６ １ ． ６ ０ ． １ ０ ． ９ ０ ． １ ３ ． ０

吉野１ ３ ０ ０ １ １ ８ ． ５ ７ ７ ． ９ １ ． ６ ０ ． １ ０ ． ８ １ ． １
l火釉1 ４ ０ ０ １ ２ ０ ． ９ ７ ５ ． ４ １ ． ４ １ ． ０ ０ ． １ １ ． ２

灰釉1 ４ ０ ０ ２ ２ ０ ． ５ ７ ５ ． ７ １ ． ９ ０ ． ８ １ ． ０

鉄釉1 ５ ０ ０ ２ １ ６ ． ７ ・ ７ ８ ． １ ２ ． ３ ０ ． ８ １ ． ６

緑釉1 ６ ０ ０ １ ２ １ ． ５ ７ ４ ． ５ １ ． ６ ０ ． ８ １ ． ５

御深ｊｌ1 ７ ０ ０ １ ０ ． １ ２ ０ ． ２ ７ ３ ． s ２ ． ７ （ ) . ２ １ ． ３ ０ ． ２ １ ． ５

御深井1 ７ ０ ０ ２ ０ ． １ ２ ０ ． ２ ７ ４ ． ９ １ ． ８ ０ ． １ １ ． １ ０ ． ２ １ ． ５

御深ｊ’1 ８ ０ ０ １ ０ ． ２ ２ ８ ． ４ ６ ７ ． ０ １ ． ９ ０ ． １ １ ． ０ １ ． ３

御深井1 ８ ０ ０ ２ ０ ． １ １ ７ ． ５ ７ ８ ． ６ １ ． ５ ０ ． １ ０ ． ８ ０ ． ２ １ ． ０

御深井２ ０ ． ９ ７ ５ ． ０ １ ． ７ ０ ． １ ０ ． ９ １ ． ４1９００１

御深井1 ９ ０ ０ ２ １ ５ ． ６ ８ ］ 、 ３ １ ． ４ ０ ． １ ０ ． ７ ０ ． ８

織部2 ０ ０ ０ １ ０ ． ２ 'うう′フ
ー ー ■ 全 7２．３ ２．３ ０ ， ２ １ ． １ ０ ． １ １ ． ３

織部２ １ ０ ０ １ ２ １ ． ９ ７ ２ ． ９ ７ ７ ０ ． １ １ ． ３ ０ ． １ １ ． ３

7 1 . 9 ２ ． ８ ０ . １ １ . １ ０ ． １ １ ． ４ 織 部へ へ へ

４４．４2 ２ ０ ０ １ ０ ． ２

赤織部２ ３ ０ ０ １ １ ９ ． ０ ７ ３ ． ５ １ ． ７ ０ ． １ ０ ． ８ ４ ． ９

赤織部２ ３ ０ ０ ２ ２ ２ ． ９ ６ ９ ． ２ ２ ． ６ ０ ． ２ １ ． ２ ０ ． １ ３ ． ６

- ６ ４ -



表２-２美濃焼成分分析値[EDX:胎士](続き）
Table2-2ChemicalCompositionofMinoEarthenwareBody

Ｉ県織部2 ４ ０ ０ ２ ２ １ ． ５ ７ ３ ． ４ １ ． ５ ０ ． １ ０ ． ９ ２ ． ６

眼識部２ ５ ０ ０ １ ０ ． １ ２ ２ ． ５ ６ ７ ． ９ 0 . 2 １ ． ３ ０ ． ３ ５ ． １う う
← . ～

製織部2 ５ ０ ０ ２ ２ ５ ． ４ ７ ０ ． ５ １ ． ６ ０ ． ９ １ ． ４

2 ７ ０ ０ １ ０ ， １ ２ ３ ． ０ ７ １ ． ４ 鉄釉勺 句
笙口笙 ０ ． １ １ ． １ ０ ． １ １ ． ４

表２-３唐津焼成分分析値[EDX:胎土］
Table2-3ChemicalCompositionofKaratsuEarthenwareBody

％）
資 料 稀 号 N a 2 ０ M g O A l ２ 0 ３ S i O ２ K 2 0 C a O T i O ２ M n O F e 2 ０ ３ 備 考

2 . 0 黄 府 津０ １ ０ ０ ２ Ｂ １ ６ ． ６ ７ ６ ． ５ ４ ． ０ ０ ． ２ ０ ． ６

０ 1 ( ) 0 3 B ０ . ４ ０ . ３ １ ３ ． ９ ７ ６ . ０ ５ . ５ ２ . ０ ０ ． ７ - １ . １ 青 府 津
0 1 0 0 4 A O . 1 0 . ５ １ ７ . ７ ７ ３ . ９ ３ . ７ ０ . ５ １ . ２ 0 . １ ２ . ３ 黄 牌 津
0 1 ０ 0 4 B O 4 ０ . ８ 1 9 ７ ７ １ . １ ２ . ７ ０ . 5 1 ０ 0 ｣ ３ . ５ F a j i ' f i f 叩 き
0 2 0 0 2 Ａ ０ ． ３ ０ ． ６ ２ １ . １ ６ ７ . ４ ６ . ９ ０ . ８ ０ ． ２ - ２ ． ７ 絵 " f 津
0 3 ( ) 0 1 ０ . １ ０ . ４ １ ８ . ８ ７ ３ . １ ３ ． ４ ０ . ４ １ . ２ ０ ． ２ ２ ． １ 良 イ i 杣
( ) 3 ( ) 0 ３ ０ . ５ ０ . ９ １ ８ . ７ ７ ０ . ６ ３ . ６ ０ . ９ ０ . ７ ( ) . １ ３ . ５ 1 ! r i i l l : 1 1 t
( ) 5 ( ) 0 ２ - ０ . ３ ２ ７ . ８ ６ ６ . １ ２ . ７ ０ . １ １ . １ ０ . １ １ ． ７ 献 に ｆ 子
0 6 0 0 2 - 0 ３ ２ ０ . ９ ７ １ . ７ ３ . ８ ０ . １ L １ ０ . １ ２ . ０ 1 ¥ 隣 津
0 7 0 0 3 ０ ． ４ １ ． ０ ２ ０ . １ ６ ７ . ７ ３ . ４ ０ . ４ 1 ． ５ ０ ． ２ ４ . ８ 灰 釉 叩 き

” 2 2 . 8 ６ ７ ． ６ ４ . ７ ０ . ２ １ . ０ - ３ . １ 黒 ア メ０ ８ ０ ０ ３ -

5 ６ ． ４ ２ ． ８ ０ ． ２ ０ ． ６ ３ ． ９ 斑０８００４ ０．８ ３５．３

0 9 0 0 1 ０ . ５ ０ . ５ １ ８ . ５ ７ １ . ２ ４ . ２ ０ . ７ １ ． ０ ０ . ２ ３ ． ２ 青 唐 津
0 9 0 0 2 ０ . ３ 0 . 6 1 9 . 3 7 0 . 6 2 . 7 0 . 6 1 . 2 0 . 1 4 . 5 灰 杣
１ ０ ０ ０ ３ ０ ． ６ １ ． ０ １ ７ . ９ ６ ８ ． １ ２ . ９ ０ . ４ ０ . ８ ０ . ２ ７ ． ９ ア メ 袖 叩 き
l ( ) 0 0 4 ０ ． ３ 0 . 6 1 8 . 7 7 1 . 3 3 . 7 0 . 4 0 . 9 0 . 2 3 . 2 黒 唐 i 常

0 . 4 ０ ． ７ ２ ． ８ 長 イ i 柚ｌ ｌ Ｏ Ｏ ｌ - ２０．６７２．４ う一命
』

1 １ ０ ０ ３ 0 . 1 0 . 5 2 0 . 4 7 0 . 9 3 . 0 0 . 4 1 . 1 - 3 . 7 黙 ア メ
1 2 0 0 3 ０ . ５ ２ １ ． ４ ６ ９ ． ６ ２ . ９ 0 . ２ ０ . ９ ０ . １ ４ ． ０ ア メ 釉
１ ２ ( ) ( ) ４ - ２ ０ . ６ ７ ２ . ０ ２ . ７ ０ . ４ ０ . ８ ３ . ５ H I

0 . 3 ０ ． ５ ２ ０ ． ４ ７ １ ． ０ ３ . ５ ０ . ４ １ . ２ ０ ． １ ２ ． ７ ) ､ W 1 I f "１２００５

1 ６ ( ) ( ) ４ ０ . ６ ０ . ２ １ ９ . ３ ７ １ . ２ ４ . １ ０ ． ８ ０ . ８ - ２ . ９ 絵 I , i r i l '
１ ６ ( ) 0 ７ ( ) . ３ ０ . ３ １ ６ . ９ ７ ５ . ３ ２ . ６ ０ . ４ ０ . ８ ０ . １ ３ . ( ) ' I M W i l t
１ ７ ( ) ( ) ３ ０ ． ４ ２ １ . ０ ７ １ . ２ ３ . １ ０ . ４ １ . ０ - ２ . ８ ア メ 釉

0 . ６ １ . ８ ６ ８ ． ７ ２ . ８ ０ . ２ 1 . ４ - ４ . ６ ア メ 釉１８()０３

0 . 8 ０ ． ５ １ ９ . ９ ６ ９ . ９ ３ . ７ ０ . ３ １ ． ０ 0 . 1 ３ ． ７ i f l , i f "１８００５

1 9 0 0 3 ０ ． ２ ０ ． ４ １ ９ . ３ ７ ２ . ６ ３ ． ４ ０ . ４ ０ _ ６ ０ . １ ３ ． １ 黒 ア メ
アメ釉' ９ ０ ０ ４ ０ ． ２ ２ ０ ． ７ ７ ２ ． １ ３ ． １ ０ ． ２ ０ ． ９ う ワ

ム . ノ

2 0 0 0 2 - ０ . ２ １ ８ . ２ ７ ３ ． ７ ３ ． ６ ０ . ３ ０ . ９ ２ . ９ 黒 ア メ
2 ３ ０ ０ ２ ( ) . １ ０ . ６ １ ９ . ７ ７ ０ . ６ ３ . ０ ０ . ３ ０ ． ９ ０ ． １ ４ ． １ 斑

戸 一 一

j - 千２ ３ ０ ０ ３ １ . １ ０ . ５ ２ ２ . ８ ６ ９ ． ４ ３ ． ２ ０ ． ７ ０ ． ７ １ ． ５

6 9 . 3 ３ ． ５ ０ ． ４ ０ ． ９ ２ ． ７ 刷 毛 目２ ３ ０ ０ ４ ０ ． １ ０ ． ８ う う う
一 一 . 全

2 4 0 0 1 ０ ． ３ ０ . ５ １ ８ ． ９ ７ ２ ． ０ ３ . ２ ０ . ３ １ ． ０ ０ . 1 ３ . ７ 黒 ア メ

- ６ ５ -



表２-３府沌焼成分分析値[EDX:胎士](続き）
Table2-3ChemicalCompositionofKaratsuEarthenwareBod》

絵牌津７全７』２ ５ ０ ( ) 5 - ０ . ２ １ ６ . ６ ７ ６ . ９ ２ . ９ ０ . ２ ０ . ９ ０ . 1
２ ９ ０ ( ) ３ ０ ． ３ （ ) . ６ ２ ０ ． ４ ７ ( ) . ４ ３ ． ７ （ ) . ４ ０ ． ８ ３ ． ４ 斑
2 9 0 ( ) ４ ０ ３ ２ ４ ． ５ ６ ８ ． ８ ３ ５ ０ ． ２ ０ . ８ - ２ . 0 1 f j こ 手
2 9 0 0 5 0 . 4 0 . ８ 1 8 . 9 7 1 . 6 3 . 1 0 . 3 0 . 8 - 4 . 1 刷 毛 ' 二 1

緑釉２ ９ ０ ０ ６ ０ ． ３ １ ７ ． １ ７ ４ ． ６ ３ ． ４ ０ ． ４ ０ ． ８ 3.5

2 9 0 0 8 ０ ． ５ ０ . ７ １ ８ . ５ ７ ０ . ７ ３ . ６ ( ) . ４ １ . ４ ０ ． １ ３ . ８ 鉤 窯 釉
３ ０ ０ ０ １ ０ ． １ １ ８ . ２ ７ ４ ． ５ ３ . ８ ０ ． ７ ０ . ７ ２ . １ 踵 石 釉
3 2 0 0 3 ０ . ７ ０ . ２ ２ ５ . ３ ６ ６ . ４ ４ . ４ ０ . ４ １ . 1 - 1 . ４ 絵 唐 津
3 3 0 0 2 ０ . 1 ２ ６ . ５ ６ ７ . ２ ４ . ０ ( ) . 1 ０ . ７ - l . ３ f ] ' 手
3 7 0 0 3 ０ ． ７ １ ９ . ４ ７ ２ . ４ ２ . ６ ( ) . ５ １ . ０ - ３ . ３ 灰 釉

3 . 4 絵 唐 津3 ９ ０ ０ ２ ０ ． ４ ０ ． ５ ２ ４ ． １ ６ ７ ． ４ ３ ． ０ ０ ． ５ ０ ． ８
4 0 0 ( ) １ ０ ． ４ １ . １ １ ７ . ０ ７ ２ ． ３ ３ . ２ ０ ． ５ ０ ． ７ ０ ． １ ４ . ４ 1 を 石 釉
4 2 0 ( ) １ - ０ . ３ １ ９ . ３ ７ １ ． ７ ３ . ７ ０ . １ １ . ９ - ３ . １ 緑 柚
4 3 0 0 1 ０ ． ２ ０ ． ３ １ ７ . ０ ７ ２ . ９ ３ . ３ ０ . ２ 0 ． ７ - ５ ． ５ 陸 府 釉

3 . 1 絵 I G ! f "４ ６ ( ) ( ) ２ ０ ． ８ ２ ３ ． ７ ６ ８ ． ７ ２ ， ６ ０ ． ３ ０ ． ７

( ) . ６ １ ３ . ４ ７ 3 . ６ ２ . ４ ０ . ３ 0 ． ７ ( ) . １ ３ ． ６ 1 火 釉5０００２

S I ( ) ( ) ２ ０ . １ ０ ． ２ ２ １ . ０ ７ ( ) . ４ ４ . ６ 0 . ２ ０ . ４ - ３ . ２ 斑
5 3 ( ) ( ) 月 （ ) . ２ １ ８ . ３ ７ ３ . １ ３ . ４ ( ) . ２ ０ . ７ - ４ . １ 緑 釉
5 4 ( ) 0 1 0 . 2 1 . ( ) 2 0 . 8 6 8 . 4 3 . 3 ( ) . 6 0 . 9 ( ) . 1 4 . 2 〃 〈 釉
5 5 ( ) 0 3 0 . 5 0 . 6 1 8 . 0 7 2 . 4 3 . 5 0 . 5 0 . 8 - 3 . 6 緑 杣

3 . 8 ( ) . ４ ０ . ９ ( ) . １ ４ . ３ 長 イ i 釉５ ７ ( ) ０ １ ０ ． ４ （ ) . ６ １ ７ ． ２ ７ つ う
ノ ー . ÷

5 8 ( ) 0 ５ ( ) . ５ １ ８ . ４ ７ １ . ２ ３ . ３ ０ . ４ ０ . ９ ５ . ０ 刷 毛 日
絵唐i斗5 ９ ０ ０ ３ ０ ． ４ ２ ０ ． ８ ７ １ ． ７ ２ ， ４ ０ ． ３ ０ ． ８ ３．７

0 . 7 ２ ０ ． ０ ７ ０ ． ６ 。 . ８ ０ ． ４ １ . 1 ４ ． ３ ' [ 胤 釉6０００５

6 1 0 0 2 ０ ． ４ ０ ． ５ ２ ０ . ６ ７ １ . ３ ３ ． １ ０ ． ３ ０ . ７ ０ . １ ２ . ６ 腿 ｲ ｨ 釉
( ) . ５ ０ ． ７ ( ) . １ ３ . ６ り く 釉６ ２ ０ ０ ２ ０ ． ３ ０ ． ８ １ ９ ． ２ ７ １ ． ５ 〕､２

1 . 8 長 ｲ 丁 釉６ ５ ０ ( ) １ ０ ． ２ ０ ． １ １ ９ ． ３ ７ ４ ． ０ ３ ． １ （ ) . ４ １ ． １

３ . ３ 0 . 2 １ . ３ ( ) . １ ３ ． ０ 腿 心 釉７２．５７ ２ ( ) ０ １ ０ ． ５ １ ９ ． １

7 ３ ０ ０ １ ０ . ２ ０ . ０ １ ７ . ９ ７ 4 ４ ３ ． ４ ( ) . ４ ０ ． ５ - ３ . ２ 良 ｲ i 袖
7 4 ( ) 0 ２ ０ . ６ ０ . ７ １ ７ ． ３ ７ ２ . ３ ３ ． 5 0 . ７ ０ . ８ ( ) . １ ３ . ７ " I 〃 津
7 4 0 ( ) ３ ０ ． ３ ( ) . ５ １ ７ ． ３ ７ ５ ． ２ ３ . ０ ( ) . ３ ０ . ９ - ２ . ４ 肥 ア メ
7 4 0 ( ) ４ ０ . ２ ( ) . ８ ２ １ ． ４ ６ ９ ． ６ ３ . ６ ０ . ５ ０ ． ８ ( ) . １ ３ ． ０ 〃 〈 袖 l l l l き
７ ５ ( ) ( ) ３ ０ ． ３ （ ) . ４ １ ８ . ２ ７ １ . ３ ３ . １ ( ) . ３ ０ . ９ ( ) . １ ５ . ２ 斑

衣３-１潮戸焼成分分枡仙[EDX:釉］
Table３-lChcmicalCompositionofSetoEarthenwareGlazc

Ｗ〕）

箭 料 冊 号 N a ｣ O M g O A l ２ ０ 3 S i ( ) J P 2 0 5 K ｣ O C a O T I O ｣ M n O F c ｣ O : ! 備 考
灰釉( ) １ ０ ０ １ １ ． ９ １ ５ ． ５ ５ ９ ． ８ ０ - ２ ８ ． ２ １ ０ ． ８ ０ ． ９ ０ ． ４ ２ ． １

鉄釉( ) ３ ０ ( ) １ １ ． ２ １ ７ ． ４ ５ ７ ． ６ ０ - ２ ３ ． １ １ ７ ． ８ ０ ． ９ ０ ． ６ １ ． ２

灰釉( ) ４ ( ) ０ １ ］ 、 １ １ ４ ． ４ ５ ４ ． ３ ０ ． ８ ３ ． ６ ２ １ ， ０ ０ ． ９ ０ ． ８ １ ． ２

I火釉０５００２ 1 . 5 １ ４ ． ８ ５ ５ ． ７ ０ ． ３ ４ ． ９ １ ９ ． ９ （ ) . ７ （ ) . ６ １ ． ７

- ６ ６ -



表3-1瀬戸焼成分分析値[EDX :釉] (続き）
Table3-lChemicalCompositionofSetoEarthenwareGlaze

鉄釉0 ６ ( ) 0 1 - ０ . ８ １ ３ . ９ ５ ８ . ２ ０ . ２ ２ . ３ １ ６ . ９ ０ . ６ ０ ． ５ ６ ． ６

l火釉0７００１ ２ ． ６ １ ６ ． ９ ６ １ ． ８ ０ ． ７ ３ ． ９ １ ０ ． ５ １ . ( ） （ ) . ８ １ ． ８

鉄釉0 ８ ０ ０ １ - ２ . ５ １ ４ . ８ ５ ９ . １ ０ . ６ ２ . ７ １ ０ . ７ １ . ０ １ . １ ７ ． ６

鉄釉0 ８ ０ ０ ２ ２ ． ５ １ ６ ． ７ ６ ０ ． ７ ０ ． ７ ２ ． ６ １ ０ ． ０ ０ ． ７ ０ ． ７ ５ ． ４

灰釉0 ９ ０ ０ １ １ ． ５ １ ８ ． ４ ６ ６ ． １ ０ ． ６ ４ ． ４ ６ ． ９ ０ ． ５ ０ ． ４ １ ． ３

絵志野ｌ ｌ Ｏ Ｏ ｌ ２ ． １ １ ５ ． ７ ６ ５ ． ８ ０ ． ７ ５．５ ８ ． ２ ０ ． ３ １ ． ０ ０ ． ７

絵志野ｌ ｌ Ｏ Ｏ ２ １ ． ０ １ ８ ． ３ ６ ８ ． ９ ０ ． ６ ４ ． ７ ３ ． ９ ０ ． ８ ０ ． ７ １ ． ２

鉄釉1 ２ ０ ０ １ １ ． ６ １ ７ ． ９ ６ ３ ． ７ ０ ． ５ ３ ． １ ６ ． ５ ０ ． ９ ０ ． ６ ５ ． ３

鉄釉1 ２ ０ ０ ２ ２ ． ５ １ ７ ． ６ ６ １ ． ３ ０ ． ８ ３ ． ４ ８ ． １ ０ ． ８ １ ． ０ ４ ． ６

1 ４ ０ ０ ２ １ ． ５ １ ６ ． ８ ５ ６ ． ６ ０ ． ４ ４ ． ５ １ ８ ． ２ ０ ． ７ ０ ． ４ １ ． １ 灰釉
灰釉1 ５ ０ ０ １ １ ． ９ １ ３ ． ９ ６ ３ ． ４ ０ ． ８ ２ ． ９ １ ５ ． １ ０ ． ５ ０ ． ６ １ ． ０

鉄釉' ６ ０ ０ １ ２ ． ０ ２ ０ ． ８ ６ ２ ． １ ４ ． ４ ５ ． ４ ０ ． ９ ０ ． ６ ３ ． ８

鉄¥II１ ６ ( ) ０ ２ ２ ． ５ １ ９ ． ６ ６ ０ ． ０ ０ ． ８ ４ ． ０ ６ ． ５ ０ ． ９ ０ ． ７ 5 . 0

鉄釉１ ７ ( ) ０ １ ３ ． ０ １ ８ ． １ ６ ０ ． ０ ０ ． ９ ３ ． ５ ６ ． ４ １ . ( ） ０ ． ８ ６ ． ３

鉄釉1 ７ ０ ０ ２ - ２．７ １ ８ ． ３ ６ １ ． ０ ０ ． ９ ４ ． ６ ５ ． ２ ０ ． ９ （ ) . ６ ５ ． ９

鉄釉' ８ ( ) ( ) １ ２ ． ３ １ ８ ． ３ ６ １ ． ７ ０ ． ６ ４ ． １ ５ ． ４ ０ ． ９ １ ． ３ ５ ． ４
I火釉１ ９ ( ) ( ) ２ ２ ． ８ １ ３ ． ７ ６ ２ ． ３ １ ． １ ２ ． ４ １ ４ ． ９ ０ ． ６ １ ． １ １ ． ０

1火釉2 ( ) ( ) ０ １ ２ ． ７ １ ４ ． １ ６ ０ ． ５ ０ ． ９ ２ ． ５ １ ６ ． ２ （ ) . ８ １ ． ２ １ ． ３

アメ釉２ ３ ( ) ０ １ １ ． ９ １ ４ ． ７ ５ ９ ． ９ ０ ． ７ ２ ． ６ １ ５ ． ２ （ ) . ９ （ ) . ７ ３ ． ６

アメ釉2 ３ ０ ０ ２ ３ ． ７ １ ４ ． ８ ５ ４ ． ４ １ ． ０ ４ ． ３ １ ６ ． ３ ０ ． ８ ０ ． ９ ３ ． ８

黄釉２ ４ ( ) ０ １ ３ ． ３ １ ２ ． ９ ５ １ ． ９ １ ． １ ３ ． ７ 1 ９ ． ６ ０ ． ９ ０ ． ８ ５ ． ９

黄釉２ ４ ( ) ０ ２ ３ ． ５ １ ３ ． ６ ５ ２ ． ３ １ ． ２ ３ ． ６ １ ７ ． ４ ０ ． ９ １ ． ７ ５ ． ８

炎３-２美濃焼成分分析値[EDX:釉］
Table3-2ChemicalCompositionofMinoEarthenwareGlaze

((姑

衝 料 帯 ５ - N a 2 0 M g O A l 2 0 , S i O 2 P 3 0 、 K 2 ０ C a O T i O 2 M n O F e ２ 0 3 備 考
1 ０ ０ １ - ２ ． ０ １ ４ . ３ ６ ２ . ８ ０ . ８ ２ ． ３ １ ５ . １ ０ . ９ ０ . ５ １ ． ３ 灰 釉
1 ０ ０ ２ - １ ． ４ １ ６ ． １ ６ ７ ． ２ ０ . ６ ２ . 1 １ ０ . ３ ０ . ６ ( ) . ４ １ . 5 灰 釉
2 0 0 2 - １ ． ７ １ ６ ． ９ ６ ４ ． ３ ０ . ６ ３ ． ４ ７ . ８ ０ . ９ ０ . ７ ３ . ６ 鉄 釉
3 ( ) ( ) １ - - １ ９ . ２ ６ ８ . ( ) ０ . １ ９ . ９ １ . ８ ０ . ３ ( ) . ２ ０ ． ７ 心 肝
3 ( ) 0 ２ - - １ ９ . ９ ６ ５ . ９ - １ １ . ８ １ . ９ ( ) . ２ - ０ . ３ 志 肝
4 ( ) ( ) １ - ０ . １ ２ ０ . １ ６ ５ . ５ ０ . １ １ ０ ． ５ ２ . ３ ０ . ２ ( ) . １ １ . ０ 灰 志 野
4 0 ( ) ２ - ０ . ３ １ ９ . ４ ６ ７ . １ ０ ． １ ９ ． ５ ２ . ３ ( ) . ３ ０ . １ ０ . ９ 灰 志 卿
5 ( ) ０ １ - １ ． ７ １ ７ . ２ ６ ２ . ４ ０ ． ６ ３ . ６ ７ . ７ ０ . ９ １ ． １ ４ ． ７ 鉄 釉
5 0 ( ) ２ - ２ . ０ １ ７ . ０ ６ １ . ８ ０ ． ７ ３ ． ３ ８ . ２ ０ . ７ ０ ． ９ ５ ． ４ 鉄 釉
6 ０ ０ １ - １ . ９ １ ５ . ８ ６ ３ . ３ ０ . ７ ３ . １ １ ２ . ４ ０ . ８ ０ ． ７ １ ． ３ 灰 釉
6 0 0 2 - １ . ８ １ 5 ． ０ 6 5 . ６ ( ) . ８ ２ ． ８ １ １ . ０ ０ . ６ ０ ． ５ １ ． ７ 灰 釉
7 ０ ０ １ - 0 . １ ２ ０ . ３ ６ ６ . 5 ０ . １ ９ . ４ ２ . ５ ０ . ３ ０ . ８ 志 野
9 0 ( ) １ - 0 . ９ １ ８ . ５ ６ ３ ． ９ ０ ． ３ ７ . ６ ５ . ７ ０ . ４ ０ ． ４ ２ ． ３ 美 濃 唐 津
1 ０ ０ ０ １ ０ . ２ 0 . ４ １ ８ ． ７ ５ ８ ． ８ ０ ． ２ ６ . ５ １ ２ . ７ ０ ． ４ ０ ． ２ 1 . ４ 美 濃 唐 津
1 １ ０ ０ １ １ . ３ １ ７ . ２ ６ ６ . ５ ０ . ４ ３ . ５ ６ . ８ ０ ． ８ ０ ． ５ ３ ． ０ 鉄 釉

- ６ ７ -



表３-２美濃焼成分分析値[EI)X:釉](続き）
Table3-2ChemicalCompositionofllinoEarthenwareGlaze

災濃jilfil'1 ２ ０ ０ １ ０ ． ３ １ ８ ． ６ ６ ８ ． ３ ０ ． ２ （ ) . ( ） １ ． ７ ０ ． ４ （ ) . １ １ ． ６

淀機),'fil'1 ２ ０ ０ ２ （ ) . ３ １ ９ ． ４ ６ ７ ． ０ ０ ． １ ７ ． ３ ( ) . ７ ０ ３ ７７
- 凸 一２．７

1 2 0 0 2 - ０ . １ １ ６ . ４ ６ 1 . ８ 0 . １ ８ . ４ ４ . ３ ( ) . ４ 0 . ４ ８ . １ 鉄 絵
１ ３ ( ) 0 1 - １ ９ . ０ ６ ６ ． 5 ０ ． １ １ １ ． ０ ２ . ３ ０ ． ４ ０ . ３ ０ . ４ , と り １
1 4 0 0 1 - １ . ７ １ ７ . １ ６ ４ . ３ ０ . ６ ２ . ７ １ １ . １ ０ ． ６ ０ ． ５ １ . ３ 灰 釉
1 4 0 0 2 - 0 . 7 1 7 . 3 6 8 . 0 0 . 3 3 . 1 8 . 7 ( ) . 6 0 . 3 1 . 0 〃 < 杣
1 5 0 0 2 1 . 3 1 7 . 9 6 4 . 4 0 . 4 4 . 7 6 . 4 1 . 0 0 . 4 3 . 4 鉄 杣

御深井1７００１ ０ ． ６ １ ８ ． １ ６ ５ ． ５ ０ ． ３ ６ ． ７ う一『ノ ０ - ２ ０ ３ １ ． １

1 7 0 0 2 ０ ． ２ １ ８ ． １ ６ ２ ． ３ ０ ． ２ ７ . ０ １ ０ ． 5 ０ . ６ ０ . ３ 0 . ９ 御 深 ｊ Ｉ
1 8 0 0 1 - ２ ． ０ １ ４ ． 5 ６ ２ ． ９ ０ . ８ １ ． ９ １ ６ ． ０ ０ . ７ ０ . ７ １ . ４ 御 深 ﾒ ’

1 . 3 １ ６ . ４ ６ ２ . ８ ０ ． 4 ３ . ４ １ ３ . ９ ０ . ６ ０ . ３ ０ ． ９ 御 深 j l1８００２

| 9 0 0 1 - ０ . ５ 1 ７ . ５ ６ ７ . ０ 0 . ２ ４ . ８ ７ . ２ ( ) . ７ ０ ４ １ . ６ 御 深 j l
1 9 0 0 2 1 . ８ 1 ７ . 0 ６ ０ . １ ０ . ６ 5 . ６ １ ２ . ９ ( ) . ３ 0 . ４ １ . ３ 御 深 ｊ Ｉ
2 3 ( ) 0 １ ０ . ２ ０ . ２ １ ９ ． ７ ６ ５ . ４ ０ ． ２ ８ ． １ ４ . ６ ０ ． ２ 0 . ２ １ ． ２ 赤 織 部
2 3 0 ( ) ２ ０ ． ３ ０ . １ ２ ０ . ５ ６ ５ . ２ 0 ． ２ ９ . ９ ２ ． ９ ０ . ２ ０ . １ ０ ． ７ 赤 織 部
2 3 0 0 2 １ ７ . ３ ５ ５ . ８ 0 . 1 ７ . ２ 1 . ６ ( ) . ３ 0 . 1 １ ７ . ７ 鉄 絵
2 4 0 ( ) ２ ０ ． ６ １ ８ ． ６ ６ ６ . ( ） ０ ． １ １ ( ) . ３ ３ . ４ ( ) . ２ - ０ . ９ 1 , 1 , 1 織 祁
2 5 0 0 1 - １ . ２ １ ９ . ３ ５ ３ . ２ 0 . ４ ４ . ４ ６ . ３ ( ) . ７ ( ) . ８ １ ３ ． ３ 処 織 部

0 . 6 ３ - ３ ７ ． ９ ( ) . ６ ０ . ９ １ １ ． ６ ， ﾘ . { 織 部2 ５ ０ ０ ２ １ ． ０ ２ ０ ． １ ５３．３

2 6 0 0 1 ０ . ３ ０ . ４ １ ７ . ９ ６ ７ . ２ ( ) . ２ ８ ． １ ４ . ９ ( ) . ３ ０ . ２ ０ . ５ , と く M １
鉄釉2 ７ ０ ０ １ ３ ． ８ １ ５ ． ｓ ５ ４ ． ７ １ ． ３ ３ ． ８ １ ２ ． ７ １ . ( ） ｌ ８ 弓弓

衣33唐津焼成分分析他[E I ) X :釉］
rable3-3ChemicalCompositionofKaratsuEarthenwareGlaze

(％）
茂 料 番 号 x a 2 0 M g o A l 2 ( ) : { s i o J P ｣ o ， K 2 0 C a O T i O ２ M n O F e ｣ ０ ３ 伽 老

jiWW０１()()２ｂ ' ４ ． １ ６ ２ . ( ） ０ ． ３ ３ ． １ １ ４ ． ９ ０ ． ５ ０ ． ３ ２ ． １、３つ一

0 1 0 0 3 b - ２ ． ８ １ ４ . ( ) ５ ７ . ８ ０ . ８ 3 . ０ １ ７ ． ９ ０ . ８ ０ . ３ ２ . ６ 背 Ｉ l 榊
１ ４ . ５ ( ) 8 １ . ３ 2 ６ I I I i l ! ' "Ｏ ｌ Ｏ Ｏ ４ ａ １ ． ５ １ ４ ． １ ６ ２ ． ０ （ ) . ５ ヘ ー』 ノ

ー e １

１４ .５５７ . ( )０．８１_７１７．５１．００ .６４ .１ ! ! j : l , ' f i l t l ' l l きＯｌＯＯ４ｂ- 2.7

恋,:洲( ) ２ ０ ( ) ２ 〔 １ ３ ． １ １ ３ ． １ ６ ( ) . ８ （ ) . ９ ユ . ８ １ ６ ． ２ （ ) . ５ （ ) . ４ うとう』

9 . 9 （ ) . ２ （ ) . ２ ３ ． ９ 鉄 継０２ ( ) ( ) ２【１０．４１．３１３．７６４．９（ ) .４ ５．２

lとイi杣０ ３ ０ ０ １ ０ ． ３ ２ ． ７ １ ５ ． ８ ６ ２ ． ２ ０ ． ２ ３ ． ６ １ ２ ． ６ （ ) . ３ ０ ． １ う′フ

0 3 ( ) 0 1 １ ． １ ０ . １ ９ . １ ４ ８ . ７ - ８ . ８ １ ０ ． ０ ３ . ７ ３ . ９ １ ０ ． ８ 鉄 絵
0 . 5 ０ . ４ ２ . 5 / j ｿ , ' i : i l !( ) ３ ( ) ０ ３ ０ ， １ ３ ． ３ １ ３ ． ５ ５ ４ ． ２ ０ ， ９ う会、一 う７７

0 5 0 0 2 ０ ． ５ １ . ５ １ ７ ． １ ６ １ . ３ ( ) . ６ ４ . ６ １ ２ ． ６ ( ) . ２ ( ) . ２ １ ． ３ 献 i - _ l a
1５ .６5８．３０．７３．０１３ .２０ .７０ .４５．５『& r l !Ｉ州リ0 ６ ０ ０ ２ - 2.7

0 7 0 0 3 - ２ . ８ １ ４ ． ４ 5 ７ ． １ ０ ． ８ ユ . 5 １ ７ . １ ０ . ８ ０ . ５ ４ ． １ １ 火 釉 l l l l き
l.Lアメ0 ８ ０ ０ ３ ０ ． １ ２ ． ８ １ ４ ． ４ ４ ９ ． ６ ０ ． ８ ２ ４ . ( ） ０ ． ７ ０ ． ６ ４ ． ３２．７

０ ８ ０ ０ ４ ４ ． ２ ８ ６ ６ ０ ， ０ １ ． ７ ２ １ . ０ ０ . ３ ０ . ８ １ . １ 斑勺 う

0 . 6０．７２．０１ j f l i ' f i I I0 ９ ０ ０ １ ０ ． ７ ２ ， ８ １ ２ ． ８ ３ ４ ， ６ ０ ． ８ ２ ， ８ ２２．３

"<¥lll0９００２ ０．３ ２ ． ９ １ ４ 」 Ｓ ５ ． ６ （ ) . ９ ２ ． ４ １ ８ . ( ） ０ ． ９ ０ ． ４ ４ ． ６

- ６ ８ -



表３-３唐津焼成分分析値[EDX:釉](続き）
Table3-3ChemicalCompositionofKaratsuEarthenwareGlaze

I O O O 3 ０ . ３ ２ . ６ １ ５ . ４ 5 １ . ８ ０ . ８ ２ . ５ １ ９ . １ ０ . ７ ０ . ９ ５ . ８ アメ 釉 I J I 1 き
1 0 0 0 4 ０ . １ ２ . ６ １ ３ . ９ ５ ０ . ９ ０ . ８ ２ . １ １ ６ . ７ １ . ３ ０ . ７ １ ０ ． ７ 黒 唐 津
l 1 ０ ０ １ ０ . ４ １ . ２ １ ３ . ３ ５ ９ . ５ ０ . ７ ２ . ４ ２ ０ . ８ ０ . １ ０ ． ７ ０ . ９ 長 石 釉
１１００３ 0 . 2 ２ ． ０ １ ７ ． ３ ５ ７ . ４ ０ . ３ ２ . ５ １ ３ . ６ ０ . ６ ０ . ４ ５ . ７ 黒 釉
1２００３０．１ 勺 勺

全 . ４ 1 ４ . ４ ５ ３ ． ６ ０ ． ８ ３ . ５ １ ５ . ０ ０ . ７ ０ . ８ ８ . ８ ア メ 釉
1 ２ ０ ０ ４ ０ . ３ ２ ５ . ８ ６ ６ . ４ ３．５ 0 . 2 ０ - ６ ３ ． ２ 斑

里I蚕ｻ老Pbq , ' ' 二コ１寺△
1 ２ ０ ０ ５ 0 . ７ １ . ５ １ ５ . ８ ５ ８ . ２ ０ . ４ ３ . ５ １ ０ ． ０ ０ ． ５ ０ ． ７ ８ ． ８
1 6 0 0 4 1 . ３ ２ . ０ １ ４ . １ ６ ２ . ２ ０ ． ６ ４ . ３ １ ３ . ６ ０ . ３ ０ . ４ １ . ３ 絵 唐 津
1 6 0 0 7 ０ . ３ ２ . １ １ ５ . ８ ５ ４ . １ ０ . ６ ２ . ７ １ ２ . ２ ０ . ７ ０ . ５ 1 1 . 0 黒 釉
１７００３ ２ ． ４ １ ７ . ０ ５ ３ . ８ ０ . ７ ２ . ９ １ ７ . １ ０ ． ８ ０ . ３ ４ . ９ ア メ 釉
1 ８ ０ ０ ３ - ２ . ６ １ ７ . ] ５５．２ 0 . 7 ２ . ７ １ ６ . ５ １ . ０ ０ . ６ ３ . ６ ア メ 釉
1８００５ 0 . 6 ２ . ９ １ ４ . ７ ５ ７ . ４ 0 . ７ ２ . ５ １ ６ . ５ ０ . ９ 0 . ６ ３ . １ 青 唐 津
1 ９ ０ ０ ３ ０ . 1 ２ . ８ １ ２ . ８ ５ ２ . ９ ０ . ８ ２ . ４ ２ ０ . １ ０ . ８ １ . ０ ６ . ４ 黒アメ
1９００４０．３ 2.2 1 ９ ． ４ ５ ６ . ５ ０ . ６ ２ . ５ １ ２ ． ６ ０ . ８ ０ . ５ ４ . 5 ア メ 釉
２ ０ ０ ０ ２ ０ . １ ２ . ３ １ ４ . ４ ５ ６ . ２ ０ . ９ 3.5 1 ３ . ０ ０ . ８ ０ . ７ ８ . ２ 里 ア メ
2 3 0 0 2 - ２ . ８ １ １ . ０ ６ １ . ７ ０ . ９ ３ . ２ １ ６ . ３ ０ ． ５ ０ ． ７ ２ . ６ 斑
2 3 0 0 3 1 . ４ １ . ６ １ ６ . ４ ５ ７ . ９ ０ . ６ ２ . ６ １ ７ . ４ ０ ． ４ ０ . ８ １ . １ 玉 子 手
2 3 0 0 4 1 . 4 2 . 5 1 5 . 4 5 7 . 9 0 . 8 ３ . ９ 1 5 . 9 0 . 3 0 . 8 1 . 1 刷 毛 目
2 4 0 0 1 ０ . ２ ２ . １ １ 5 . ５ ５ ６ . ９ ０ . ５ ３ . ０ １ ５ . ８ ０ . ７ ０ . ３ ４ . ８ 黒 ア メ
2 5 0 0 5 ０ ． ６ １ ７ . ２ ６ ４ . ８ - ３ . ４ ９ . ３ - - ４ . ８ 絵 唐 津
２９００３ 0 . 2 ３ ． ５ ７ ． ３ ６ ３ . ３ ０ . ８ ２ . ３ １ ９ ． ６ ０ . ４ １ . １ １ . ５ 斑
2 9 0 0 4 ０ . ７ １ . ９ １ ４ . ９ ６ 0 . ２ ０ . ８ ３ . ５ １ ５ . ２ ０ . ５ ０ . ８ 1 . 5 玉 子 手

刷毛目２ ９ ０ ０ 5 １ . ６ １ . ７ １ ２ . １ ５ ６ . ０ ０ . ４ ６ . １ １ ４ . ３ １ . １ 勺 勺笙 _ 學 ３．０
3 0 0 0 1 ０ . １ ２ . ５ 1 ０ . ７ ６ ４ . ６ ０ . ９ ２ . ３ １ ６ . ４ 0 . ６ ０ . ４ 1 . ５ 長 石 釉
3 2 0 0 3 ０ . ９ ２ . １ １ ４ . ８ ５ ９ . ２ ０ . ７ ２ . ９ １ ６ . ６ ０ . ４ １ . ０ １ . ４ 絵 唐 津
3 2 0 ( ) ３ ０ ． ８ 1 . ９ １ ３ ． ９ ５ ６ . ７ ０ . ７ ４ . ０ １ １ . ６ ０ . ６ ５ ． ６ ４ . ３ 鉄 絵
3 3 0 0 2 ０ . ８ ２ . ４ １ ４ . ２ ５ ９ ． ９ 0 . ８ ３ . ０ １ ６ ． ２ ０ ． ４ ０ . ７ １ ． ６ 玉 子 ● 手
3 ７ ０ ０ ３ - ３ . ３ １ ３ . ９ ５ ３ . ７ １ . ０ 2 0 . 8 ０ ． ８ ０ ． ８ ３ ． ６ 灰 釉つ 勺

笙 . 坐

3 ９ ０ ０ ２ １ . 0 - １ ５ . ７ ６ ２ . ５ 3 . 8 ４ . ０ ０ . ３ - １ ２ . ８ 絵 唐 津
4 0 0 0 1 ０ ． ９ ０ . ５ １ １ . ９ ７ ３ ． ５ ０ ． ２ ４ . １ ７ ． ７ - ０ . ３ １ . ０ 長 石 釉
4 3 0 0 1 １ ． ３ ０ . ３ １ ５ . ２ ６ ７ . ３ ０ ． ３ ４ . ２ ８ . ３ ０ ． １ ０ . ４ ２ . ６ 長 石 釉
4 6 0 0 2 ０ . ３ ２ . ３ １ ７ . ５ ６ １ . ６ ０ . ７ ２ . ３ ９ . ５ ０ . ５ 0 . ３ ５ . ０ 絵 唐 津
5 ０ ０ ０ ２ ２ ， ４ １ ５ ． ７ ５ ９ ． ５ ０ ． ６ 1 ４ . ４ ０ . ７ ０ . ７ ３ . ７ 灰 釉勺 句４．４

5 1 0 0 2 ０ . ９ ０ . ９ １ ５ . ４ ６ ４ . ９ ０ . ４ ５ . ４ １ ０ . ９ - ０ . ２ １ . ０ 斑
5 3 0 0 5 ０ ． ４ １ . ７ １ ３ . １ ５ ８ ． ２ ０ ． ６ ３ . ９ １ ６ . ２ ０ ． ３ 0 . ９ １ ． ３ 緑 釉
5 4 0 0 1 ２ . ７ １ ５ ． ０ 5 ２ . ９ ０ . ７ ２ . ６ ２ ０ . ２ ０ ． ７ ０ . ７ ４ . ６ 灰 釉
5７００１ 0 . 2 １ ． ８ １ ５ ． ３ ５ ８ ． ４ ０ . ４ ２ . ４ １ ７ . ３ ０ . ７ ０ ． ７ ２ ． ７ 長 石 釉
5 8 0 0 ５ ０ . ６ ０ . １ １ ５ ． ５ ７ ４ . ３ ０ ． ３ ５ . ０ ３ . ３ ０ . １ ０ ． ３ ０ . ５ 刷 毛 目
5 9 ( ) 0 ３ ０ ． ４ ２ . ４ １ ５ . ３ ５ ９ . ４ ０ . ８ ３ . ２ １ ５ . ６ ０ ． ４ 0 . 8 １ . ６ 絵 唐 津
６０００５ 2 . 3 １ ６ ． ４ ６ １ . １ ０ . ４ ２ . ３ ９ . ０ １ . ６ ０ . ３ ６ ． ６ 黒 釉
6 1 0 0 2 ０ . ５ 1 . ３ ２ ２ . ５ ６ １ ． ２ ０ ． ２ ２ . ４ １ ０ . １ ０ . １ ０ . ３ １ . ４ 長 石 釉
６ １ ０ ０ ２ ０ . １ ０ . ４ ２ ６ . ５ ６ １ . ０ ０ . ３ ４ . ２ ０ . ６ ０ . ９ ０ . ２ 鉄絵旬 弓

６２００２ 0 ． １ １ . ９ １ ６ . ９ ６ ２ . ６ ０ . ５ １ . ８ ９ . ６ ０ ． ９ ０ . ６ ４ . ９ 灰 釉
６ ５ ０ ０ １ ０ . ３ ２ . ８ 1 5 . 0 ６ ４ . ０ ０ . ６ ２ . ３ １ ２ . ０ 0 . ３ ０ . ６ 長石釉２．２

- ６ ９ -



表３-３唐津焼成分分析値[EDX:釉](続き）
Table3-3ChemicalCompositionofKaratsuEarthenwareGlaze

7 2 0 0 1 - １ . ７ １ ２ . ６ ６ ０ . ９ ０ . ５ １ . ６ ２ ０ . 5 ０ . ３ ０ . ７ １ . ３ 長 孑 i 釉
7 3 0 0 1 ０ ． ５ ２ ． １ １ ９ . ８ ６ 0 . １ ０ ． ３ ２ . １ １ ２ . ９ ０ . ３ ０ . ６ １ ． ３ 長 石 釉
7 4 0 0 2 ０ . ７ １ . １ １ ８ . ３ ６ ４ . ４ ０ ． ３ ３ . ６ ９ . ３ 0 . ３ ０ . ２ 1 . ７ 絵 唐 津
7 4 0 0 3 ０ . ６ 1 . ８ １ ５ ． ６ ５ ６ . ５ ０ ． ３ ３ ． ４ １ ２ . ６ ０ . ７ ０ . ４ ８ . ２ 黒 釉

1 ７ ． ４ ０ . ９ ０ . ６ ３ ． ９ 灰 釉 叩 き３．２１５．３５５．８０．８ う一勺』７４００４

7 5 0 0 3 ２ ． ６ ７ . ６ ６ ５ . １ ０ . ９ ３ . １ １ ８ . ２ ０ . ４ ０ . ９ １ . ４ 斑

表４銅釉成分分析値[EDX :釉］
Table4ChemicalCompositionofEarthenwareCupperGlaze

地 域資料番号 N a 2 0 M g O A l 2 0 3 S i O 2 P 2 0 3 K ２ 0 C a O T i O , M n O F e 2 0 3 C u O P b O 備考

瀬戸１０００２-1.1717.1364.710.59４．９８９．９３０.３００．５３０.５９０．０２緑釉流し
1 0 0 0 ４ - 2 . 9 7 1 5 . 2 8 6 0 . 3 7 0 . 9 6 4 . 6 2 1 2 . 5 4 0 . 5 8 1 . 1 6 1 . 2 6 0 . 1 ９ 緑 釉流し
1０００５0.332 .6315 .2657 .23０.９３3.7915 .860 .44０.７１０．９１１.８９緑釉流し
25002-1 .6715 .2256 .42０．７８２.３８１９.５２０､4４０.２９１.３９１.７９-ルス釉
2 5 0 0 3 - 1 . 5 4 1 4 . 0 9 5 6 . 3 9 ０ . ６ ５ 3 . 1 4 1 9 . 1 5 0 . 4 5 0 . 5 2 1 . 2 4 2 . 8 1 - ルス釉

緑釉美濃16001 1．９２１４．１４６２．７９０．６９３．０５１３．７２０．７６０．５５１．６００．７５

20001-１.３４１5.４６５９．８６０.6８２.６８１５.６７０.７００.５２１.1９１.８９-織部
21001２.5211.6053.3３０.９６２.８７２０.４９０.５２０.８３１.１９５.１８0.５２織部
22001-０.２７１４.6０７４.５６０.１８３.6６5.０８０.５３０.１２０.7８０.２１-織部

唐津290060.641.5212.4657.26０.５７４.１４１７.１７０.１４０.５８１.３９３.９７０.４４緑釉
290080 . 6 42 . 5 210 . 4 959 . 5 10 . 6 13 . 2 718 . 9 00 . 1 60 . 5 10 . 9 61 . 6 8０ .５２鉤窯釉

0 . 5 2 1 . 1 0 3 . 8 9 0 . 6 0緑釉１４．４２０．１３

１６．１９０．３３

４２００１０．４６２．０１１３．４８５８．５１ 咽吋
４．３１

３．８８ 0.９４１.２７３.４８０.２６緑釉５３００５０．３８１．６５１３．０８５８．１７

5 5 0 0 3 0 . 6 3 2 . 6 0 1 2 . 5 3 5 8 . 5 5０．９８2 . 8 4 1 6 . 3 6 0 . 2 3 0 . 6 0 1 . 8 4 2 . 9 0 -緑釉

６ 考 察

6.1反射電子像による断面観察

まず断面全体について，胎土層と釉薬層には顕著な違いがみられる。胎土層は熱による溶融部分

と鉱物の結晶の存在が確認できる。釉薬層は，一面ガラス質化し，厚さは２００～３００"mのもの

が多く，ほぼ均一な組成と厚みであるが，資料により貫入がみられる。また胎土層と釉薬層の境界

部分（以下中間層とする）には気泡や釉薬と胎士が溶けて混ざりあったような層，胎士層より細か

いが，釉薬層より荒い粒子の層などが認められる。厚さは１００～６00"mとさまざまである。こう

した中間層は，実体顕微鏡下では確認できない場合が多いが，反射電子像では明瞭に確認できる。

瀬戸焼の月山窯出土の「16001｣(鉄釉)(写真l) ,｢16002｣(鉄釉)(写真２)は断面中央に割れ

目が見られ，実体顕微鏡でも確認できる。この割れ目は資料断面全体にわたって見られる。反射電

子像により状態が細部まで確認できるが，その状態は２枚の薄い層を重ねる，もしくは縁を折り曲

- ７ ０ -



げて成形したような具合になっている。これに関しては今何の他の対象資料や調査した限りの文

献・研究資料（実測図）からは見lllすことができなかった。

ルI汁lt焼では，実休猟微鏡で胎上が数j!沖確認できる資料のうち，反射篭f像で確認できるのは

74004灰釉I111き（写真３)で，上層（向層）の粒子が下層（黄層）より細かいことがわかる。巾間

Ｉ苫について，及射電了豫では確認できるのは，29006緑釉（写真４),42001緑釉（写真５),53005

斑（写真６）の資料であり，暦はほぼ白色で化粧掛けを施している様子である。一ﾉJ,58005刷毛

目（写真７）は実体では確認できないが反射電子像では顕將である。
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6.2主成分組成から見る地域比較

6.2.1胎士

図１,２から，瀬戸・美濃焼のSiO２濃度は６５～８５%,Al203濃度１４～３0%,一ﾉﾉ唐津焼はSiO2

濃度６５～８0%,Al203濃度１６～３０%で，一部重なるものの右上に瀬戸．美濃焼が，左ﾄｰに唐津

7１



焼がプロットされている。また図２では，唐津焼はK２０濃度2.5～４.５%,Fe203濃度ｌ～６%で，

瀬戸．美濃焼のK２0濃度ｌ～４%,Fe２０:;濃度ｌ～２%より高いことが分かる。また表l-l～３から

唐津焼にのみNa２０濃度が１%以内であるが存在している。

よって瀬戸．美濃焼と唐津焼は胎土の主成分組成に違いがあり,Na２０,A1203,SiO２,K2０,

Fe２０:;を指標として両者をグルーピングすることが可能であること，特に唐津焼は瀬戸．美濃焼よ

り鉄分を多く含む士を胎土に使用している事が分かる。諸地域については地質学的見地からの研究

が行われているため，今後照らし合わせる必要がある。
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図-１胎土比較ISiO２Al２0３の分布
FiglChemicalCompositionofEarthenwareBod》

fromSeto,MinoandKaratsu(SiO2-Al20I)

図-２胎土比較ⅡFe２0３-K２０の分布
Fig2ChemicalCompositionofEarthenwareBod》

fromSeto,MinoandKaratsu(Fe203-KzO)

6.2.2釉薬

6.2.2.1灰釉

ここでの灰釉とは，灰釉系に属する釉薬の

うち，「灰釉」という狭義の名称で呼ばれる

ものをさす。図３では，唐津焼のFe2０:)濃度

は２．５～５％と，瀬戸・美濃焼のFe２０:)濃度ｌ
～２％より濃度が高く，灰釉は地域毎に主成

分組成に違いがあり,Fe20:&を指標として両

者をグルーピングすることが可能であるとい

える。また鉄濃度の違いは，見た目の色が瀬

戸・美濃焼の灰釉より唐津焼の灰釉の方が黒

みが強く，後述の鉄釉系の項（6.2.2.3参照）

られる。
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ロ瀬戸焼
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Fe20,(%)

図-３灰釉比較Fe２０３-CaOの分布
FiglChemicalCompositionofEarthenwareAshGlaze

fromSeto,MinoandKaratsu(Fe203-CaO)

とも合わせ，発色の差に影響を及ぼしていると考え
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6.2.2.2長石釉

長石釉については，図４で瀬戸・美濃焼はCaO濃度が５%以下,K２０濃度は１０%前後で左上

に，唐津焼はCaO濃度が１０～２０%,K２０濃度は５%以下と右下にプロットされ明瞭にグループ

分けされている。図５では瀬戸・美濃焼のFezO:擴度が１%前後であるのに比べ，唐津焼のFe２０３

濃度はｌ～３％と瀬戸・美濃焼より多く含まれている。図６では，瀬戸・美濃焼のAl20!濃度は１６
～２０％で，唐津焼のALO!濃度の１0～１７%より高い。

瀬戸焼と美濃焼の長石釉は「志野」と呼ばれ乳白色または灰白色なのに対し，唐津焼の長石釉は

青灰色がかった透明釉である。数々の釉薬の調合研究から，志野の白さを出すためには長石単独で

施釉し，一方灰などを調合すると透明性が出るとされている。（大西1976)。またこれまでの研究

から，唐津焼では時代が下るに従い土灰の量が多くなり，長石釉の基本的な調合は長石８に対し士

灰２の比であるとされる｡(土岐市美濃陶磁歴

史館1983)。ここで唐津焼の灰釉の分析結果

(IXI３)をあわせて参照する。長石釉には通常

アルカリ長jILi(K,Na)AISi30胤が使川されて

おり,釉薬中Al2０:;はこれに由来すると考えら

れる。一方CaOは土灰に由来すると考えられ

る。唐津焼の長石釉は瀬戸・美濃焼より

ALO: )濃度が低く,CaO濃度が高い。この

CaO濃度は唐津焼の灰釉のCaO濃度とほぼ

等しい。よって唐津焼の長石釉は瀬戸･美濃焼

より灰が多く配合されていると考えられる。
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図-５挺ｲ丁釉比較ⅡFeJO３-Na20の分布
Fig5ChemicalCompositionofEarthenwareFeldspar

GlazefromSeto,MinoandKaratsu(Fe203-Na30)

図-６長ｲ j釉比較ⅢALO :リMgOの分布
Fig6ChemicalCompositionofEarthenwareFeldspal

GlazefromSeto,MinoandKaratsu(AI203-MgO)
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５

０

6‘2.2.3鉄杣系

鉄杣系については,M)i焼は鉄ｷlll.アメギlli,

jIWIII,)を機焼は鉄ﾎIII,1.l.縦祁,l!II:ilt焼はアメ

f111,'',|,(アメ,,I1{1il剛上,1,1,邪lllの分析をｲjない，

ここではこれらを総合して塔･察した。

文liｆやこれまでのｲiH究粘采から(%1986)

( , ' , ' i l l鳴1994 ) (= j上2( )0０) (E･ｸ ｰ ﾊ ｰら

1993)、鉄釉の発色は鉄が含まれていること

は分かっている。このﾎ,' i采はそれを典付け

(IxI７),また灰釉でも３%以|､̅の鉄は含まれ

ているため。発色濃度を期すためにはFc203

波皮にして３％～１３%1!,狸の鉄が必’災であるこ

▲
× ×

溌里
企ひ博受

零〆撚‘鑑×、唱早

▲
ロ瀬戸焼鉄釉系
●美渡焼鉄釉系
▲唐津焼鉄釉系
×鉄釉系以外

５

０

｛｜｝《｜【弓し

▲

▲
□▲

▲
▲
《〕

、
Ｊ

Ｆ
Ｌ

５ １

４

×
×

０

０ １０ １５５

Ｆｃ２Ｏ:(.(！

｜､xI７鉄杣系比I|12Fe"０,-Ca()のｸj､ｉｊ
Fig７(_rh[,miCalC()mp()si[i()110IEal-[hCllwal･(jll･()n(}laz(

１̅１･()mS(jl().11in()andKaraIsLI(Fe｣O!Cf'())

とが分かった

6.2.2.4#l'1M111

剛ﾈ|||については,ilil!)f焼は緑ﾈlllとルスギlll､災挫焼は緑ﾎIIIと樅祁ﾎlll.1!l刺し焼は緑釉と鉤辮fIIIの分析

をｲjない，発色について考一察した。

本｛iⅢ先で分析の対象とした査料のうち．緑ｷ111．ルスギll１,織部ﾎlllは緑色であI),緑色を川すために，

抑１，鉄，クロム，ニッケルなどが仙川されて
いること、また鉤窕釉は, ' i色・雌砂色であり,２５*､､､:簔￥

０文型錐の発色のｉﾐ要|大lは#l'1であることが本{iⅡ先に ０ ２ ４ ６

おいても硴協され，その拙度 l l ' l 1 1 が , j くされた。 ( ､ L I ( ) ( ( ) I ) 1

奈良．、|え′炎期の緑ﾎlllを分析した､柵'『仙では､|.xI-８fl'ｌｆlil比!|iえいI()-Ca()の分ｲli
Fig８Cll(､Ini(､ill(､()111I)()sili()II()l.Earthenwarc(_j()I)I)(､l･(ililz(

CuO"l史は概ね().２～'1%i',ll史であるので．l.1･()111S[､I().ilin()iln(IKal-atsu(CLI()-C(I())

碓色ﾉ亡素の添加の1iliでは人ﾉfがないことにな

る(IIIIIIMi1987)｡

鉤窯釉の色が他のfl'lflliと災なる発色をしている件について，これは雌化陥焼成（緑釉）と逮兀姉

焼成（鉤窯釉）の違いによる発色であるとされている（人|19１９７６)。IxI８からも組成的差異は兄受

けられず，主成分糸II紬以外の典|人|でｿ4なる発色となることを,｣ﾐしている。
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6 . 3 種 類 ・ 釉 薬 毎 の 技 術 的 特 徴 に つ い て ５
▲
▲

6 . 3 . 1 赤 織 部 ・ 螺 織 部 △ △ △ ロ
４ - ▲ ロ ▲

蝋'裳。鋤蒸鴛:：:一一…
曇一・。.“”い朱色～灰色に焼き上げ，鉄絵を施し透明の

長石袖を薄くかけている。黒織部は，鉄釉を ’
０ ２ ４ ６

施 し ， 焼 成 巾 に 窯 内 か ら 引 き 出 し 急 冷 し た た F e 2 0 M ( % )

め漆黒色をしている（士l1皮市美濃|淘磁歴史館図-９美濃焼胎土比較Fe2(): ; -K20の分布
Fig9ChemicalCompositionofEarthenwareBody

l 9 9 4 ) 。 f r o m M i n o ( F c 2 ( ) : ; - K 2 0 )

IXI９から赤織部，黒織部，美濃唐津の胎土

は,Fe20:，濃度が1.5～５%で，他の美濃焼のFe203濃度ｌ～２%と比べて高い。

この結果によると，赤織部の胎tの色と鉄濃度との関係は製作技法に関する上記の記述とほぼ整

合する。本研究で分析の対象とした黒織部の胎土は,I"1色のものと，朱色や灰色に焼きあげられて

いるものがある。このうち朱色・灰色の資料の胎土はおおむね鉄濃度が高い。

▲
▲

▲
▲▲ロ▲ ロ ▲

▲

蝋￥
▲口邑先

蕪"｡-
曇.-．．．

6.3.2御深井焼

ここでは，美濃焼の灰釉系の中で色調に特徴のある御深井焼についてのくる

美濃焼の灰釉系に，御深井焼という名称の

やきものがある◎万治三 ( 1 6 6 0 )年名 ｢ #屋城１５ ’

の御深井丸に窯が築かれ，灰に便石を加えた

釉薬を用いて焼かれた器であるが，これと同へ１０
ま

じような釉調のものも御深井焼の名で定着し○望
ている。ここで分析に用いた資料の御深ル焼５

は清安寺窯と窯ヶ根窯の製品のため，研究者

によっては細分して「美濃青磁」と呼ぶことｏ
０

Ｘ
Ｘ ＸＸ郡

⑯
Ｘ Ｘ

ｅ

＋灰釉
Ｘ長石釉
③美涯唐津

鏡

＋'十十

０ ２ ３
も あ る （ い わ ゆ る 「 青 磁 」 と は 異 な る ） （ 田 F e 2 0 , ( % )

口 1 9 8 3 ) ｡ E I - １ ０ 美 濃 焼 灰 釉 系 比 較 F c 2 0 : ; K 2 0 の 分 布
Fig9ChemicalCompositionofEarthenwareAshGlaze

灰釉系は土1火に長石を加えた釉薬を用いて f r o mM i n o ( F e J O I - K g O )

焼かれており，御深此焼も同様でその配合と

還元焔によって青磁風に仕上げる(LHnl９８３｡図１０では灰釉はK２０濃度２～３%であるが，御深

井焼のＫ瞥Ｏ濃度は２～７％で概ね灰釉より高く，長石釉のK２０濃度に近い。よって資料の御深井

焼(美濃青磁)は灰釉より配合で長石の割合を多くすることにより，青磁風に作られたことと整合する。
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6.3.3唐津焼灰釉系
ここでは唐津焼の灰釉系のうち，灰釉，黄唐津，青唐津，玉了･手，斑についての分析をおこない，

使用される灰の種類および焼成法による発色の差違についてのくる。

6.3.3.1使用する灰の違いについて

釉薬に使用される灰には土灰釉（木灰釉も含む)，藁灰釉，イス灰釉がある。本研究で分析の対

象とした資料については，文献によると斑は藁灰釉を，灰釉，黄唐津，青唐津，玉子手は土灰釉を

使用したものとされる（大橋1993)(土岐市美濃陶磁歴史館1983)。

そこで土灰釉と藁灰釉について比較すると，図１１では土灰釉のSiO２濃度は５２～６３%,ALO{

濃度は１３～１７%で左上に，藁灰釉のSiO翌濃度は６0～６６%,ALO:;濃度は７～１５%で右下にプロ

ットされる。土灰，イス灰，藁灰の化学組成（大西1976)によると，土灰は藁灰よりNa２０,

MgO,Al２０３,P2０5,CaO,Fe２0:擴度が高

〈,S iO２ ,K２０濃度が低いとされるが，ここ３０で対象とした資料の淵,,蕊分怖締蝋では,澱,｡-｜
◆黄唐津

で示したS i O 2 , A l 2 0 ! 以外の成分では差異が-２０ - ◇冑唐津
ざ

、幸裁撫ボー蕊”見られなかった。これは、土灰釉を調整する ら
く ， ０ -

の に 長 石 を 加 え ， 藁 灰 釉 を 調 整 す る の に 土 灰 一 一 × 玉 子 手

や長石を加えているためと考えられる（大西
０1976)(土岐市美濃陶磁歴史館1983)。資料の ５ ０ ５ ５ ６ ０ ６ ５ ７ ０

藁 灰 釉 の S i O 型 濃 度 の 高 さ は ， 藁 灰 に 多 く 含 ま S i O z ( % )

れている珪酸分によって乳白色になるという l x l - l l l i ｆ淋焼灰釉系比較S i O 2 - A I 3 0 3の分 j j
FigllChemicalCompositionofEarthenwareAshGlazE

記 述 と 一 致 す る と い え る （ 大 西 1 9 7 6 ) ｡ f r o m K a r a t s u ( S i O F A 1 , 0 3 )

～

-玲幸裁噛一
ー

I■■

ロ ■ ■ ■ ■ ■

6.3.3.2黄唐津・青唐津

青唐津は（士）灰釉を還元炎焼成し青磁風の発色をするものであり，酸化炎焼成のものは競牌津

と呼ばれている（後藤1980)｡１山j荷の分析結果（表3-3)をみると，発色の主要因とみられる鉄

濃度はほぼ2.1～2.6%でありほとんど差違は見られない。よってl'l'j者の発色の差は，濃度以外の要

因によるものという従来の報告に整合する結果となった。

6.3.4美濃唐津

ここでは，美濃唐津から本研究対象地域の技術交流について考察する。

図９から，胎士は,K２0の濃度は１.５～２.５%と美濃焼に等しいが,Fe203の濃度は２～４%と唐

津焼と等しい。図１２ではSiO』濃度は７0～８0%,Al203濃度は１５～２５%で２領域のあいだに挟ま
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れるように，美濃唐津がプロットされている。３０

また図１０から，釉薬では,Fe203濃度は長石
２５

釉がほぼ１%以内に対し，美濃唐津は２%前霞
６２０後 で あ る 。 ｰ 二 ：
＜

美濃唐津は美濃で焼かれた唐津焼風のやき １５

ものをさし，黒みが強い胎土と長石釉が用い
１０られている。その製作では鉄を多く含む胎土

●
▲ ロ
▲●

▲ ロ ●

鍵謡。
▲ ▲ ●

ロ瀬戸焼
・美澄焼

▲唐津焼
●美垂■津

６ ０ ７ ０ ８ ０ ９ ０

を 用 い る も の ， 釉 薬 で 唐 津 焼 の 風 味 を 出 す も S i O 2 ( % )

のがみられる（土岐市美濃陶磁歴史館1994)。図-l２美濃牌津胎士比較SiO2-Al20,の分布
Figl2ChemicalCompositionofEarthenwareBody

本研究対象地域の胎土の特徴については6.2 . l f romMino-Karatsu(S iO>Al303)

で述べたとおりであり，唐津焼の胎土は美濃

焼の胎土より鉄濃度が高く，上記記述と整合している。

また，慶長２(1597)年に唐津の寺沢志摩守が美濃の陶工，加膿景延を唐津へ招聰，その後加藤

は美濃へ戻り，唐津の連房式登窯を美濃へ導入するという両地域の技術交流の記録がある（愛知県

教育委!』会1990)(日本陶磁全集1976)ように，互いに影響しあった様･了･が伺える。

７まとめ

瀬戸，美濃と唐津三地域の陶器資料を対象として，反射電子像による断面観察エネルギー分散

型特性Ｘ線検出器付電子顕微鏡による断面組織観察および主成分元素分析という，自然科学的な手

法により瀬戸・美濃地域および唐津地域出土施釉陶器の地域的，種類別的な情報が出るかどうかを

試み，下記について明らかにすることができたｃ
・胎土は，主成分組成によって，瀬戸・美濃焼領域と唐津焼領域をグルーピングすることができ，

各地域判断の指標となる元素を見いだせた｡また唐津焼の胎土は鉄濃度によって特徴がでることと，

美濃唐津は唐津焼風に仕上げるため，胎土と釉薬に鉄を多く含む士を配合していることから，技術

の伝播や影響を見ることができた。
・灰釉と長石釉は主成分組成によって，瀬戸・美濃焼領域と唐津焼領域をグルーピングすることが

可能である。灰釉については原料となる灰の成分が地域で異なる可能性を示唆し，長石釉では目的

の発色を得るための調合が異なるためと誉えられる。
・瀬戸焼において，２層になっている陶器が見つけられた。この製法についての資料を今回は見い

だせず，実際の製法は不明のままであり，今後の検証が必要である。
・美濃焼において，赤織部は胎土を朱色に，また黒織部で胎土が灰色のものは，それぞれの色に焼

き上げるため，鉄を多く含む土を使用したと考えられる。
・美濃焼の灰釉系において，御深井焼は灰釉より長石を多く加えていることが確認できた。
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･I1I榊焼のl火釉系において、jII(I!'fii':とIIil,ifiltはi2成分濃庇以外の典|ﾉ《|によI)発色の差がでると

考・えられる．
･l１lWlt焼の1火釉系において，典l火ｲlllが孔l'|色になるのは,蝋l火に多く含まれる雌雌分によるものとさ

れている。/i-II1|の汽料では蜘火#lllは|〃〈叩IIIJgl)味雌分が多いことが分かった。
・鉄釉系の発色のj狭|ﾉ〈lは鉄に,11'1杣の発色の1名典|ﾉ《Iは#l'ilにある，またlill:沖焼のfl'1釉のうち，緑ﾈlll

と鉤窯釉の発色の雄は焼成法の逆いのためであるとする従来の{iⅡ先に添う結果になった。

以'一.のように。｜勾眼仙察によって､ﾄl1っていた柿瀬や釉莱の述いについて，具体的にどのような1｛

成分の違いで生じるのかを|'|然科'､j:嘗的な視,'.i.(でIﾘlらかにした。

今後の課題として、盗料の製作年代と窯の変遷を含めた製法の間巡'|'|;、l'il-地域内における各採
｣|X地による腺料12成分糸II成のｲl１連比I鮫、l,i制止焼にある「柳｝〃,i岬」なとゞ器椰椚に他地域のγIが入る

浅科の1州ｲfなどがどえられる。
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AChemicalStudyonGlazedEarthenwareExcavated
fromSeto,MinoandKaratsu

KilnSites

SagiriYamamoto]),TsutomuSaito2),HideharuTakatsuka3)andlsamuTaguchi4)

')YokohamaMuseumofArt,3-4-1,Minatomirai,Nisi-ku,Yokohama,Kanagawa220-0012,Japan
２)NationalMuseumofJapaneseHistory｡ll7Jonai-cho,Sakura,Chiba285-8502,Japan

３)TokyolnstituteofTechnology,２-l2-lOokayama,Meguro,Tokyo152-0033,Japan
４)SenshuUniversity,２-l-lHigashi-mita,Tama,Kawasaki,Kanagawa214-8508,Japan

WeanalyzedchemicalcompositionsofeathenwareexcavatedfromSeto,MinoandKaratsu

kilnsitesusingascanningelectronmicroscopewithenergydispersiveX-rayspectrometer.The

purposeofthisstudywastoshowthechemicaldifferenceandmanufacturingtechniqueofboth

bodyandglazeamongthosethreesignificantareasofearthenwareinl3-19thcenturiesof

Japan.

Theresultsofthisstudywereasfollows,

１ .Wefoundtha t thechem ica l compos i t i onso fbody, ka i - yuandchosek i - yube tween

Seto-MinoandKaratsuaredistinctlydifferentandthatwecoulddistinguishthesetwogroups

onlybytheanalysisofmajorelement

compositions.

２.Fromthedataofsamplesfromthethreeindividualmanufacturingareas,weshowedthe

chemicaldifferenciesbetweenbodiesofaka-oribeandkuro=oribe,andthosebetweenglazesof

ofukeandkai-vufromMinoarea.

３.Therelationshipamongthechemicalcompositions,firingtechniqueandcoloringofglaze

werefound in thesamplesf romKaratsu ,e .9 .k i -kara tsuandao-kara tsu ,waraba i -yuand

dobai-yu,ryoku-yuandchokin-yu,etc.
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